
希
望
の
哲
学
的
解
釈
学
に
よ
る
自
由
の
解
釈
学
的
哲
学

四
九

は
じ
め
に 
― 
哲
学
的
著
作
と
し
て
の
『
た
ん
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
』
と
、
哲
学
者
の
言
説
と
し
て
の

「
た
ん
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
」

現
代
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
ポ
ー
ル
・
リ
ク
ー
ル 

（
一
九
一
三-

二
〇
〇
五
）
（
1
）に

は
、
内
容
上
の
連
続
性
を
保
ち
つ
つ
も
、
約
四
半

世
紀
の
間
隔
を
空
け
て
発
表
さ
れ
た
、
二
編
の
論
文
が
あ
る
。『
諸
解
釈
の
葛
藤 

― 

解
釈
学
試
論
』 （
一
九
六
九
年
） 

所
収
の
論
文

「
希
望
に
よ
る
自
由
」 （
一
九
六
九
年
） 

と
、『
レ
ク
チ
ュ
ー
ル
３ 

― 

哲
学
の
境
目
で
』 （
一
九
九
四
年
） 

所
収
の
論
文 

「
宗
教
の
哲
学
的

解
釈
学 

―
カ
ン
ト
」 （
一
九
九
二
年
） 

で
あ
る
。
両
論
文
に
共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
希
望
」、「
希
望
の
知
解
」 （C

I, 406, 

L
3, 40

）、「
希
望
の
病
」 （C

I, 414

） 

あ
る
い
は
そ
の
別
表
現
と
し
て
の
「
全
体
性
の
病
」 （L

3, 40

） 

に
お
け
る
「
病
」
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
二
編
の
論
文
が
一
つ
の
問
題
関
心
の
下
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
読
者
に
気
づ
か
せ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
顕
著
な

共
通
項
で
あ
る
。

ま
た
、
両
論
文
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
の
批
判
哲
学 

（
著
作
で
言
え
ば
『
純
粋
理
性
批
判
』
と
『
実
践
理
性
批
判
』） 

お
よ
び
宗
教
哲

学 

（
著
作
で
言
え
ば
『
た
ん
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
』） 

が
、
リ
ク
ー
ル
の
宗
教
哲
学
的
思
索
の
地
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
読

み
手
に
そ
う
判
断
さ
せ
る
理
由
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
ど
ち
ら
の
論
文
に
お
い
て
も
、
リ
ク
ー
ル
が
、
哲
学
と
宗
教
の
「
境

末
　
永

　
絵
里
子

希
望
の
哲
学
的
解
釈
学
に
よ
る
自
由
の
解
釈
学
的
哲
学

―
リ
ク
ー
ル
の
カ
ン
ト
宗
教
哲
学
理
解
と
そ
の
活
用
の
仕
方
を
め
ぐ
っ
て 

―
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〇

界
」 （C

I, 403

） ・「
境
目
」 （L

3, 19 ; cf. L
3, 35 -36

） 

で 

― 

事
実
や
経
験
と
し
て
の
宗
教
の
領
域
に
身
を
晒
し
つ
つ
も
理
念
や
ア
・

プ
リ
オ
リ
な
も
の
を
扱
う
哲
学
の
領
域
に
踏
み
と
ど
ま
っ
た
ま
ま
、
正
確
に
は
、
超
越
論
哲
学
と
歴
史
的
宗
教
の
二
つ
の
領
域
を
区
切

る
境
界
線
の
内
側 

（
哲
学
側
） 

に
身
を
置
い
た
ま
ま 

―
「
自
由
を
介
し
た
希
望
の
釈
義
」 （C

I, 402

） 

を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
、

「〔
理
性
〕
批
判
の
内
／
外 

（dans et hors de la critique

）」 （C
I, 408

） 

で
生
ま
れ
た
カ
ン
ト
に
お
け
る
「
宗
教
」
の
問
い
、
す
な
わ

ち
「
私
は
何
を
希
望
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
？
」 （C

I, 405, 408, 412, L
3, 20, 21

） 

と
い
う
問
い
に
起
源
を
持
つ
限
り
で
の
「
希

望
」
が
、
考
察
の
材
料
と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
リ
ク
ー
ル
的
釈
義
に
お
い
て
、
希
望
と
い
う
概
念
は
最
終
的
に
、

「
囚
わ
れ
の
自
由
」 （L

3, 20, 30

） 

の
釈
放
・
解
放
へ
の
希
望
、「
隷
属
意
志
」 （L

3, 20, 32

） 

の
復
活
・
甦
り
へ
の
希
望
と
し
て
規
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ほ
ど
長
期
に
渡
っ
て
問
題
関
心
が
持
続
す
る
哲
学
者
の
実
例
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
だ
け
で
僥
倖
で
あ
る
が
、
最
初
の
論
文

で
ど
の
よ
う
な
解
釈
学
的
試
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
試
み
に
お
い
て
積
み
残
さ
れ
た
問
題
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
次
の
論

文
で
ど
の
よ
う
に
そ
の
問
題
が
解
決
さ
れ
、
あ
る
い
は
不
十
分
で
あ
っ
た
箇
所
が
補
完
さ
れ
、
当
初
の
構
想
全
体
と
補
完
さ
れ
た
部
分

と
の
総
合
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
何
が
見
え
て
く
る
の
か
、
読
み
手
の
興
味
関
心
を
か
き
立
て
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

リ
ク
ー
ル
は
、
最
初
の
論
文
「
希
望
に
よ
る
自
由
」
の
中
で
行
う
自
ら
の
解
釈
学
的
思
索
が
、「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」 （C

I, 

393, 397

） 

で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
我
々
の
見
る
と
こ
ろ
、
当
初
か
ら
リ
ク
ー
ル
自
身
に
そ
の
構
想
の
全
体
は
見
え
て
い

た
。
し
か
し
、
実
際
の
解
釈
学
的
手
続
き
と
し
て
実
施
さ
れ
な
い
ま
ま
、
リ
ク
ー
ル
本
人
に
も
不
明
瞭
な
ま
ま
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
問

題
が
あ
っ
た
。
そ
の
問
題
性
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
の
が
、
同
論
文
中
の
注
目
す
べ
き
二
つ
の
表
現
、
カ
ン
ト
の
「
哲
学
的
著
作
」
と

し
て
の
『
た
ん
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
』 （C

I, 413

） 

と
、
リ
ク
ー
ル
と
い
う
「
哲
学
者
の
言
説
」
と
し
て
の
「
た
ん
な
る
理
性

の
限
界
内
の
宗
教
」 （C

I, 394, 402

） 

で
あ
る
。
問
題
は
、
二
つ
の
表
現
の
区
別
の
曖
昧
さ
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
の
表
記
の
仕
方
で
言
う
と
、「
哲
学
的
著
作
」
の
方
は
書
名
を
表
わ
す
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
、「
宗
教
」
と
い
う
語
の
頭
文
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一

字
は
大
文
字
、「
哲
学
者
の
言
説
」
の
方
は
引
用
符
も
な
く
地
の
文
と
同
じ
立
体
活
字
で
、「
宗
教
」
と
い
う
語
の
頭
文
字
は
小
文
字
で

記
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
歴
史
的
宗
教 

（
と
く
に
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教（

2
）

） 

を
め
ぐ
る
カ
ン
ト
の
著
作
と
し
て
の
『
た
ん
な
る
理

性
の
限
界
内
の
宗
教
』 （
一
七
九
三
年
） 

を
指
す
。
後
者
は
、「
宗
教
的
自
由
」 （C

I, 393, 394, 397

） 

に
つ
い
て
の
リ
ク
ー
ル
自
身
の
言

説
と
し
て
の
「
た
ん
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
」
を
意
味
す
る
。
こ
の
形
式
的
な
区
別
に
つ
い
て
は
、
論
文
「
希
望
に
よ
る
自
由
」

の
中
で
た
し
か
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
リ
ク
ー
ル
が
カ
ン
ト
の
宗
教
論
を
ど
う
読
み
、
リ
ク
ー
ル
が
読
む
限
り
で
の
カ
ン
ト

の
宗
教
論
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
リ
ク
ー
ル
が
ど
う
い
う
仕
方
で
そ
れ
を
自
ら
の
解
釈
学
的
思
索
へ
と
組
み
込
ん

で
い
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
ど
う
い
う
解
釈
学
的
枠
組
み
の
中
で
リ
ク
ー
ル
が
カ
ン
ト
の
宗
教
論
を
読
ん
で
い
た
の
か
。
そ

う
い
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
は
、
同
論
文
中
で
十
分
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
は
む
し
ろ
、
宗
教
的
自
由
な
る
も
の
を
め
ぐ
る

「
哲
学
者
の
言
説
」 （C

I, 402

） 

を
練
り
上
げ
る
材
料
と
し
て
、
一
方
で
、
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
と
『
実
践
理
性
批
判
』
に
お

け
る
「
弁
証
論
の
部
分
」 （C

I, 403

） 
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
純
粋
理
論
理
性
の
弁
証
論
で
い
っ
た
ん
は
超
越
論
的
錯
覚
の

温
床
と
し
て
認
識
の
対
象
と
し
て
は
廃
棄
さ
れ
、
純
粋
実
践
理
性
の
弁
証
論
で
再
び
最
高
善
と
い
う
実
践
的
概
念
の
も
と
に
集
結
さ
せ

ら
れ
た
、
超
越
論
的
理
念
の
対
象 

（
魂
の
不
死
、
自
由
、
神
の
現
存
） 

の
「
要
請
」 （C

I, 408 ; cf. K
pV, 122 -134, 143

） 

と
い
う
事
柄

に
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
同
論
文
で
は
他
方
で
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
モ
ル
ト
マ
ン
『
希
望
の
神
学 

― 

キ
リ
ス
ト
教
的
終
末
論
の
基
礎
づ

け
と
帰
結
の
研
究
』 （
一
九
六
四
年
） 

で
言
及
さ
れ
る
「
復
活
・
甦
り
の
宣
教
」 （C

I, 415

）、
正
確
に
は
、「
神
の
御
業
に
よ
る
、
死
者

た
ち
の
中
か
ら
の
イ
エ
ス
の
復
活
・
甦
り
の
宣
教
」 （T

E
, 179 ; cf. T

E
, 177, 185, 215

） 

と
い
う
事
柄
に
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

純
粋
実
践
理
性 

（
あ
る
い
は
こ
れ
と
同
一
化
す
る
に
至
っ
た
純
粋
意
志
） 
に
よ
る
「
要
請
」
お
よ
び
イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち 

（
あ
る
い
は

イ
エ
ス
自
身
） 

に
よ
る
「
宣
教
」
と
い
う
一
見
か
け
離
れ
た
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
の
関
係
づ
け
に
リ
ク
ー
ル
が
腐
心
し
て
い
た
こ
と
も
、

論
述
上
の
偏
り
が
生
じ
た
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

次
の
論
文
「
宗
教
の
哲
学
的
解
釈
学 

― 

カ
ン
ト
」
で
は
、
ま
さ
に
そ
こ
で
陰
に
な
っ
て
い
た
部
分
に
光
が
入
れ
ら
れ
る
。
つ
ま
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五
二

り
、
哲
学
的
著
作
と
し
て
の
『
た
ん
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
』
が
、
リ
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
「
宗
教
の
哲
学
的
解
釈
学
」 （L

3, 19, 

40
）、
よ
り
限
定
的
に
は
「
希
望
の
哲
学
的
解
釈
学
」 （L

3, 22

） 

と
い
う
独
自
の
意
味
付
与
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
初
め
て
明
か
さ
れ

る
。
こ
こ
か
ら
、
同
著
作
で
希
望
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
置
か
れ
る
諸
々
の
文
脈
そ
の
も
の
が
、「
希
望
に
よ
る
自
由
」 （C

I, 397, 400, 

401, 403, 408, 410

） 

と
規
定
さ
れ
る
限
り
で
の
自
由
の
釈
義
で
あ
る
と
同
時
に
「
自
由
を
介
し
た
希
望
の
釈
義
」
で
も
あ
る
と
い
う

リ
ク
ー
ル
自
身
の
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
に
と
っ
て
、
重
要
な
参
照
軸
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
の
「
宗
教
の
〔
あ

る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
が
、「
宗
教
と
い
う
事
象
そ
の
も
の
に
属
す
る
自
由
と
い
う
境
位
」 （C

I, 393

） 

が
い
か
な
る
も
の

で
あ
る
か
を
、「
希
望
の
形
象
」 （C

I, 414 ; cf. R
G

V, 61

） 

の
一
つ
で
あ
る
「〔
十
字
架
上
の
死
を
遂
げ
た
〕
イ
エ
ス
‐
キ
リ
ス
ト
の
復

活
・
甦
り
」 （C

I, 397

） 

お
よ
び
そ
の
告
知 

（
宣
教
） 

と
い
う
出
来
事
に
即
し
て
解
釈
す
る
と
い
う
意
味
で
の
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈

学
」
の
中
で
、
固
有
の
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
言
い
換
え
る
と
、
カ
ン
ト
の
哲
学
的
著
作
と
し
て
の
『
た
ん
な
る
理
性

の
限
界
内
の
宗
教
』
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
よ
う
な
宗
教
哲
学
が
、
或
る
独
自
の
読
み
筋
の
下
で
再
編
成
さ
れ
、
リ
ク
ー
ル
と
い
う
哲

学
者
の
言
説
と
し
て
の
「
た
ん
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
」
の
一
部
を
成
し
て
い
る
こ
と
、
逆
に
言
う
と
、『
た
ん
な
る
理
性
の
限

界
内
の
宗
教
』
と
い
う
カ
ン
ト
の
著
作
か
ら
リ
ク
ー
ル
が
読
み
取
っ
た
言
説
よ
り
も
意
味
の
外
延
の
広
い
も
の
と
し
て
、
つ
ま
り
こ
の

言
説
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
リ
ク
ー
ル
自
身
の
「
た
ん
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
と
い
う
言
説
」
が
思
い
描
か
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
要
す
る
に
、
カ
ン
ト
的
「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
を
自
ら
の
内
に
含
み
、
こ
れ
を

不
可
欠
の
契
機
と
す
る
も
の
と
し
て
、
リ
ク
ー
ル
の
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
は
構
想
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
論
文
「
希
望
に
よ

る
自
由
」 （
一
九
六
九
年
） 

に
、
そ
の
続
編
と
し
て
の
論
文
「
宗
教
の
哲
学
的
解
釈
学 

― 

カ
ン
ト
」 （
一
九
九
二
年
） 

が
付
け
加
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
読
者
の
目
に
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

本
研
究
の
目
的
は
、「
宗
教
的
自
由
」
を
め
ぐ
る
リ
ク
ー
ル
の
当
初
の
解
釈
学
的
構
想
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、

そ
の
構
想
に
お
い
て
十
分
に
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
事
柄
が
何
で
あ
り
、
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
が
十
全
に
展
開
さ
れ
う
る
か
を
明
ら
か
に
す
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五
三

る
こ
と
に
あ
る
。
解
明
の
方
法
と
し
て
は
、
リ
ク
ー
ル
的
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
の
全
体
像
を
、
そ
の
構
想
の
一
部
を
な
す
も
の

と
し
て
暗
黙
裡
に
想
定
さ
れ
て
い
な
が
ら
当
初
は
十
分
に
明
確
化
さ
れ
な
か
っ
た
、
カ
ン
ト
的
「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学

的
解
釈
学
」
と
い
う
角
度
か
ら
示
す
と
い
う
仕
方
を
採
る
。
考
察
の
手
順
と
し
て
、
リ
ク
ー
ル
が
カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
と
宗
教
哲
学
、

さ
ら
に
モ
ル
ト
マ
ン
の
「
復
活
・
甦
り
の
解
釈
学
」 （C

I, 397

） 

を
主
な
触
媒
と
し
て
構
想
し
た
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
の
概
要

を
、
ま
ず
、
こ
の
解
釈
学
に
固
有
の
「
方
法
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
次
に
、
こ
の
解
釈
学
に
固
有
の
「
問
題
系
」
と
い
う
観
点
か
ら
示

す
。
そ
の
際
、
リ
ク
ー
ル
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
の
カ
ン
ト
宗
教
哲
学
、
す
な
わ
ち
「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」

の
成
り
立
ち
が
、「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
と
い
う
リ
ク
ー
ル
的
枠
組
み
の
中
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
カ
ン
ト
に

よ
る
こ
の
哲
学
的
解
釈
学
が
、「
希
望
の
病
理
学
」 （
純
粋
実
践
理
性
の
全
体
化
要
求
の
下
で
病
ん
だ
、
意
欲
の
一
形
態
で
あ
る
希
望
と

い
う
は
た
ら
き
の
症
状
の
観
察
と
原
因
の
究
明
） 

の
一
部
を
成
す
と
同
時
に
、「
希
望
の
宣
教
」 （
病
ん
だ
希
望
自
身
に
よ
る
自
ら
の
快

癒
・
復
調
の
宣
言
で
あ
り
、
死
せ
る
自
由
の
復
活
・
甦
り
と
表
裏
を
な
す
も
の
） 

の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
具
体
的
に
は
、
こ
の

哲
学
的
解
釈
学
を
、
実
践
理
性
の
弁
証
論
で
幕
を
開
け
、
根
元
悪
論 

（
哲
学
的
宗
教
論
の
第
一
編
） 

を
経
て
教
会
信
仰
論 

（
哲
学
的
宗

教
論
の
第
二
編
か
ら
第
四
編
、
と
く
に
「
宗
教
妄
想
」
に
基
づ
く
「
神
へ
の
偽
奉
仕
」
が
問
題
化
す
る
第
四
編
） 

で
幕
を
閉
じ
る
「
希

望
の
病
理
学
」
か
ら
、
今
度
は
逆
に
、
教
会
信
仰
論
で
幕
を
開
け
、
根
元
悪
論
を
経
由
し
て
実
践
理
性
の
弁
証
論
で
幕
を
閉
じ
る
「
希

望
の
宣
教
」
ま
で
の
〈
迂
回
路
〉
な
い
し
〈
中
継
地
〉
に
当
た
る
も
の
と
し
て
提
示
す
る
。
言
い
換
え
る
と
、
リ
ク
ー
ル
に
よ
る
「
宗

教
的
自
由
の
解
釈
学
」
が
こ
の
全
行
程
か
ら
成
る
の
に
対
し
、
カ
ン
ト
に
よ
る
「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
は

こ
の
行
程
中
、
哲
学
的
宗
教
論
の
部
分
だ
け
か
ら
成
る
。
つ
ま
り
実
践
理
性
の
弁
証
論
の
部
分
は
含
ま
な
い
。
な
お
、
こ
れ
は
見
通
し

を
示
す
に
留
め
る
が
、
そ
の
よ
う
に
外
枠
か
ら
内
容
を
規
定
さ
れ
た
〈
希
望
の
哲
学
的
解
釈
学
〉 （
カ
ン
ト
） 

に
光
を
当
て
た
ま
ま
、
今

度
は
、
こ
れ
を
自
ら
の
内
に
含
む
〈
自
由
の
解
釈
学
的
哲
学
〉 （
リ
ク
ー
ル
） 

を
内
側
か
ら
照
ら
し
出
す
と
い
う
仕
方
で
、
リ
ク
ー
ル
に

お
け
る
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
が
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
理
性
批
判
か
ら
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五
四

哲
学
的
宗
教
論
に
至
る
カ
ン
ト
哲
学
の
問
題
圏
域 

（
認
識
／
思
惟
／
意
欲
／
希
望
／
悪
／
信
仰
） 

全
体
を
視
野
に
収
め
つ
つ
、「
宗
教
的

自
由
の
解
釈
学
」
を
リ
ク
ー
ル
が
遂
行
す
る
際
、
解
釈
の
行
程
に
応
じ
て
、
解
釈
者
で
あ
る
リ
ク
ー
ル
自
身
が
そ
の
つ
ど
ど
こ
に
立
っ

て
お
り
、
ど
う
い
う
立
場
で
彼
自
身
の
視
点
か
ら
何
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
同
時
に
、
そ
の
同
じ
立
ち
位
置
か
ら
誰
の
視
点
を
借

り
て
何
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
の
内
的
構
造
を
解
明
す
る
。

一
　
ポ
ー
ル
・
リ
ク
ー
ル
に
よ
る
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
構
想 

― 

そ
の
「
方
法
」
と
い
う
観
点
か
ら

 

（
一
）「
宗
教
的
自
由
」
を
め
ぐ
る
リ
ク
ー
ル
解
釈
学
の
方
法 

―
「
哲
学
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

論
文
「
希
望
に
よ
る
自
由
」
は
、
前
年
の
一
九
六
八
年
に
開
催
さ
れ
た
コ
ロ
ッ
ク
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
に
お
け
る
発
表
原
稿

「
宗
教
的
自
由
の
概
念
へ
の
哲
学
的
〔
哲
学
者
の
〕
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
リ
ク
ー
ル
に
よ
る
と
、
元
々
の
表
題

に
含
ま
れ
る
こ
の
「
ア
プ
ロ
ー
チ
〔
問
題
の
取
扱
い
方
・
対
象
へ
の
接
近
方
法
〕 （approche

）」
の
本
質
は
、
或
る
異
質
な
二
つ
の
言

説
を
「
近
づ
け
」

― 

あ
る
い
は
む
し
ろ
「〔
一
方
の
言
説
の
側
か
ら
他
方
の
言
説
〕
へ
と
近
づ
き 

（se m
ettre en relation de prox-

im
ité avec

）」 （C
I, 394 ; cf. C

I, 403

） 

― 
こ
の
接
近
お
よ
び
隣
接
に
よ
っ
て
一
方
の
言
説
が
他
方
の
言
説
か
ら
受
け
た
「
衝

撃 

（choc

）」
を
聴
き
取
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
の
「
反
動
・
揺
り
返
し 

（choc en retour

）」
に
よ
っ
て
一
方
の
言
説
内
部
で

生
じ
た
「
意
味
上
の
効
果
・
意
味
的
影
響
」
や
「
意
味
の
再
編
成
」
の
動
き
を
見
て
取
り
、
他
方
の
言
説
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
モ

チ
ー
フ
A
の
、
一
方
の
言
説
に
お
け
る
等
価
物
A’
、
す
な
わ
ち
「
近
似
値 

（approxim
ation

）」
を
探
し
出
す
こ
と
に
あ
る 

（cf. C
I, 

394, 403

）。
な
お
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
語
が
「
哲
学
的
〔
哲
学
者
の
〕」
と
い
う
形
容
詞
で
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
リ
ク
ー
ル
の
場
合
、
異
質
な
二
つ
の
言
説
と
し
て
問
題
に
な
る
の
は
「
哲
学
者
の
言
説
」 （C

I, 394 ; cf. C
I, 402

） 

お

よ
び
「
宣
教
者
と
神
学
者
の
言
説
」 （C

I, 394

） 

で
あ
り
、
リ
ク
ー
ル
自
身
は
あ
く
ま
で
「
哲
学
者
の
言
説
」
の
内
に
留
ま
り
続
け

る
。
し
た
が
っ
て
「
哲
学
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」 （C

I, 394

） 

に
よ
っ
て
最
終
的
に
探
し
当
て
ら
れ
る
べ
き
は
、「
宣
教
者
と
神
学
者
の
言
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説
」
に
登
場
す
る
重
要
な
モ
チ
ー
フ
A
の
、「
哲
学
者
の
言
説
」
に
お
け
る
等
価
物
A’
、
す
な
わ
ち
「
哲
学
的
近
似
値
」 （C

I, 400, 

401, 403, 412 ; cf. C
I, 409, 410 -411

） 

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
方
法
的
意
図
の
も
と
、「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
、
言
い
換
え
る
と
「
宗
教
と
い
う
事
象
そ

の
も
の
に
属
す
る
よ
う
な
自
由
と
い
う
境
位
」
を
独
自
に
規
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
リ
ク
ー
ル
が
二
つ
の
言
説
と
し
て
選
択
し
た
の

は
、
神
学
者
モ
ル
ト
マ
ン
の
言
説
と
哲
学
者
カ
ン
ト
の
言
説
で
あ
っ
た
。
リ
ク
ー
ル
は
モ
ル
ト
マ
ン
に
つ
い
て
、
十
字
架
上
の
死
か
ら

の
イ
エ
ス
の
「
復
活
・
甦
り
と
い
う
出
来
事（

3
）

」 （T
E

, 203, 206, 211

） 

を
、
既
に
完
結
し
た
過
去
の
事
実
と
し
て
で
は
な
く 

（
イ
エ
ス

の
弟
子
た
ち
の
目
撃
証
言
に
依
拠
す
る
が
ゆ
え
に
、「
復
活
・
甦
り
の
現
実
性
」 （T

E
, 178, 190, 199

） 

や
そ
の
「
歴
史
性
」 （T

E
, 185, 

188

） 

は
第
三
者
や
後
世
の
者
た
ち
に
と
っ
て
常
に
問
題
に
な
る
の
だ
が
）、
む
し
ろ
「
来
た
る
べ
き
も
の 

（à venir

）」 （T
E

, 212, 216, 

218

）、
あ
く
ま
で
「
将
来
す
る
も
の
」、
い
わ
ば
未
完
の
出
来
事
と
し
て
捉
え
、
そ
の
「
行
く
末 

（avenir, futur

）」 （C
I, 397 ; cf. T

E
, 

217 -218

） 

を
考
察
す
る
と
い
う
指
針
に
着
目
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
希
望
と
か
約
束
と
い
う
語
で
〔
磔
刑
に
処
さ
れ
た
イ
エ
ス
の
身

に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
元
々
は
指
す
は
ず
の
〕
復
活
・
甦
り
を
解
釈
す
る
」 （C

I, 397 ; cf. T
E

, 212, 218, 226 -227

） 

と
い
う
解
釈
方

針
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
理
性
批
判
の
根
本
問
題
で
あ
る
「
超
越
論
的
錯
覚
」 （C

I, 405

） 

お
よ
び
こ
れ
と
問
題
圏
域
を
同

じ
く
す
る
と
同
時
に
宗
教
の
問
い
の
出
所
で
も
あ
る
「
希
望
」 （C

I, 405

） 

と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
光
を
当
て
た
上
で
、「
純
粋
理
性
の
弁

証
論
‐
実
践
理
性
の
弁
証
論
‐
宗
教
哲
学
」 （C

I, 405

） 

と
い
う
カ
ン
ト
に
お
け
る
一
連
の
思
索
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
視
線
を
投
じ
て

い
る
。『
純
粋
理
性
批
判
』・『
実
践
理
性
批
判
』
を
経
て
『
た
ん
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
』
と
い
う
著
作
の
形
で
結
実
し
た
カ
ン

ト
の
哲
学
的
宗
教
論
を
、「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
と
し
て
理
解
し
、
こ
の
哲
学
的
解
釈
学
と
い
う
言
説
の

内
部
に
自
ら
身
を
置
い
た
上
で
、
リ
ク
ー
ル
は
そ
こ
か
ら
、『
希
望
の
神
学
』
の
モ
ル
ト
マ
ン
が
提
示
し
た
「
復
活
・
甦
り
の
解
釈
学

と
い
う
言
説
」 （C

I, 397

） 

へ
と
接
近
す
る
。
こ
の
言
説
と
の
近
接
・
隣
接
が
「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
と

い
う
言
説
に
及
ぼ
し
た
反
響
・
残
響
を
聴
取
し
つ
つ
、
リ
ク
ー
ル
が
独
自
に
練
り
上
げ
た
の
が
、「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
で
あ
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り
、
そ
の
意
味
で
の
「
た
ん
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
と
い
う
言
説
」
に
他
な
ら
な
い
。

な
お
、
聖
書
の
記
述
を
ふ
ま
え
た
モ
ル
ト
マ
ン
の
言
説
と
い
う
意
味
で
の
「
宣
教
者
と
神
学
者
の
言
説
」
に
登
場
す
る
重
要
な
モ

チ
ー
フ
A
と
は
、「
キ
リ
ス
ト
者
の
宣
教
」 （C

I, 395, 396, 413

） 

と
「
キ
リ
ス
ト
者
の
希
望
」 （T

E
, 15, 31

）、
正
確
に
は
「
復
活
・
甦

り
の
宣
教
」 （T

E
, 199, C

I, 415

） 

と
「
復
活
・
甦
り
へ
の
希
望
」 （T

E
, 15, 18, C

I, 400, 401, 413

） 

で
あ
る
。
こ
の
宣
教
は
、
第
一

義
的
に
、
磔
刑
に
処
さ
れ
た
イ
エ
ス
‐
キ
リ
ス
ト
の
復
活
・
甦
り
を
広
く
流
布
す
る
と
同
時
に
罪
の
中
に
い
る
状
態
か
ら
の
万
人
の
解

放
・
救
済
を
人
々
に
告
げ
知
ら
せ
る
と
い
う
イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち
の
言
表
行
為
、
お
よ
び
「
イ
エ
ス
は
か
つ
て
『
旧
約
』
の
神
が
地
上

へ
送
り
込
む
と
約
束
な
さ
っ
た
救
い
主
・
救
世
主 

（
キ
リ
ス
ト
） 

だ
、
彼
は
神
の
御
業
に
よ
っ
て
死
者
た
ち
の
中
か
ら
甦
っ
た
、
私
は

こ
の
目
で
見
た
、
我
々
の
罪
は
赦
さ
れ
た
」
と
い
う
主
旨
の
言
表
内
容
を
意
味
す
る 

（cf. T
E

, 177

）。
し
か
し
二
次
的
に
は
、「
復
活

し
た
キ
リ
ス
ト
と
磔
刑
に
処
さ
れ
た
イ
エ
ス
の
同
一
性
」 （C

I, 400 ; cf. T
E

, 211 -217

） 

を
め
ぐ
る
「
大
い
な
る
問
い
」 （C

I, 400

） 

を

か
き
立
て
る
と
同
時
に
そ
れ
へ
の
「
信
」 （T

E
, 198

） 

へ
と
い
ざ
な
う
特
異
な
視
覚
情
報
と
聴
覚
情
報
、
す
な
わ
ち
「
イ
エ
ス
の
生
き

生
き
と
し
た
顕
現
」 （T

E
, 212 ; cf. C

I, 400
） 
と
そ
れ
に
続
く
「
顕
現
し
た
者
の
言
葉
〔
イ
エ
ス
自
身
の
発
話
行
為
〕」 （T

E
, 213 ; cf. 

C
I, 400

）、
お
よ
び
「
私
だ
、〔
死
者
た
ち
の
中
か
ら
甦
ら
さ
れ
た
こ
の
私
は
、
あ
な
た
た
ち
が
知
っ
て
い
る
の
と
〕
同
じ
人
物
だ
」

（C
I, 400

） 

と
い
う
主
旨
の
発
話
内
容
も
そ
こ
に
含
ま
れ
る 
（cf. T

E
, 214

）。
十
字
架
上
の
死
を
遂
げ
た
キ
リ
ス
ト
の
復
活
・
甦
り
へ

の
「
信
」
を
介
し
た
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
、
い
つ
か
地
上
へ
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る 

（cf. T
E

, 209, 244

） 

甦
っ
た
キ

リ
ス
ト
が
今
度
は
王
と
し
て
支
配
す
る
「
神
の
国
」 （C

I, 400, 412, L
3, 36, 40 ; cf. T

E
, 232 -240

） 

に
義
人
と
し
て
新
し
く
生
ま
れ

直
す
こ
と
へ
の
「
期
待
」
を
介
し
た 

（cf. T
E

, 218 -223

）、
す
な
わ
ち
罪
人
た
る
キ
リ
ス
ト
者
自
身
の
「
来
た
る
べ
き
復
活
・
甦

り
」 （T
E

, 208

） 

へ
の
「
希
望
」
を
介
し
た
「〔
各
人
が
自
ら
の
罪
の
中
に
あ
る
状
態
と
し
て
の
、
死
に
も
等
し
い
断
絶
〕
か
ら
の
自

由 

（le « libre de

… »

）」
／
「〔
各
人
が
生
ま
れ
変
わ
っ
て
送
る
、
正
義
と
平
和
の
も
と
で
の
新
た
な
生
〕
へ
の
自
由 

（le « libre 

pour

… »

）」
（
4
）

 

（C
I, 400 ; cf. C

I, 405, T
E

, 33

）。
神
学
者
ル
タ
ー
の
著
作
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』 （
一
五
二
〇
年
） 

の
タ
イ
ト
ル
を
念
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頭
に
置
き
つ
つ
リ
ク
ー
ル
が
指
摘
す
る
の
は
、
こ
の
意
味
で
の
「
希
望
に
よ
る
自
由
」
こ
そ
、「
宣
教
者
と
神
学
者
の
言
説
」
が
語
る

「
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
」 （C

I, 400

） 

で
あ
り
、
リ
ク
ー
ル
が
そ
の
哲
学
的
等
価
物
を
探
し
求
め
て
い
る
「
宗
教
的
自
由
」
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
前
述
の
よ
う
に
構
想
さ
れ
た
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
の
は
む
し
ろ
、
死
の
深
淵
か
ら
甦
っ
た

イ
エ
ス
自
身
に
よ
る
「
自
己
同
定 

（auto-identification

）」 （T
E

, 213

） 

と
い
う
意
味
で
の
、
第
二
の
「
宣
教
」
で
あ
る
。
し
か
も
後

述
す
る
よ
う
に
、
リ
ク
ー
ル
は
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
の
「
復
活
・
甦
り
の
宣
教
」
を
〈
純
粋
実
践
理
性 

（
も
と
い
純
粋
意
志
） 

の
全

体
化
要
求
の
下
で
病
ん
だ
希
望 

（
純
粋
意
志
の
は
た
ら
き
と
し
て
の
） 

に
よ
る
自
ら
の
快
癒
・
復
調
の
宣
言
、
お
よ
び
こ
の
宣
言
に
牽

引
さ
れ
て
同
一
の
実
践
的
主
体
に
お
い
て
成
就
さ
れ
る 

（
主
観
的
に
は
神
的
意
志
で
あ
り
な
が
ら
客
観
的
に
は
動
物
的
意
志
で
し
か
な

く
な
っ
た
選
択
意
志
の
） 

死
せ
る
自
由
に
よ
る
自
ら
の
更
生
・
改
善
の
宣
言
〉
と
独
自
に
解
釈
し
た
上
で
、「〔
希
望
の
希
望
自
身
に
よ

る
、
あ
る
い
は
自
由
の
自
由
自
身
に
よ
る
〕
復
活
・
甦
り
の
宣
教
」
と
読
み
替
え
て
い
る
。
復
活
・
甦
り
の
宣
教
が
「
希
望
の
宣
教
」

（C
I, 402, 403

） 

お
よ
び
「
自
由
の
宣
教
」 （C

I, 394, 395

） 

と
言
い
換
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で

問
題
と
な
る
自
由
も
、
あ
く
ま
で
こ
の
解
釈
の
下
で
の
「
希
望
に
よ
る
自
由
」
に
他
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
リ
ク
ー
ル
の
見
立
て
で
は
、

「
復
活
・
甦
り
の
宣
教
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
A
の
、
し
た
が
っ
て
「
希
望
の
〔
ま
た
は
自
由
の
〕
宣
教
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
A
の
、「
哲

学
者
の
言
説
」
に
お
け
る
等
価
物
A’
、
つ
ま
り
「
哲
学
的
対
応
物
」 （C

I, 403

） 

と
は
、
実
践
理
性
の
弁
証
論
で
問
題
と
な
る
「
純
粋

実
践
理
性
の
〔
三
つ
の
〕
要
請
」
の
内
、「
自
由
の
要
請
」 （C

I, 410
） 

で
あ
る
。
こ
の
「
自
由
の
要
請
」
に
お
い
て
「
要
請
さ
れ
る
自

由
」 （C

I, 409, 410 ; cf. K
pV, 110, 129, 132

） 

こ
そ
、「
希
望
に
よ
る
自
由
」
の
「
哲
学
的
近
似
値
」 （C

I, 403

） 

に
相
当
す
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
で
は
、「
復
活
・
甦
り
へ
の
希
望
」
に
つ
い
て
は
、「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
の
中
で
ど
う
い
う
独
自
の
解
釈
が
な
さ

れ
、
ど
の
よ
う
な
哲
学
的
等
価
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
か
。
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（
二
）  「
哲
学
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
独
創
性 

―
「
復
活
・
甦
り
へ
の
希
望
」
お
よ
び
「
復
活
・
甦
り
の
宣
教
」
の
「
哲
学
的
近
似

値
」
探
し
に
関
し
て

そ
も
そ
も
、
こ
の
近
似
化
作
業 

（
近
似
値
探
し
） 

の
一
環
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
リ
ク
ー
ル
が
、「
キ
リ
ス
ト
者
の
宣
教
の
核
心
」

（C
I, 396 ; cf. C

I, 397, 399, 401

） 

を
成
す
「
死
者
た
ち
の
中
か
ら
の
〔
キ
リ
ス
ト
の
／
キ
リ
ス
ト
者
の
〕
復
活
・
甦
り
」 （C

I, 400, 

T
E

, 212, 218
） 
と
い
う
新
約
聖
書
的
な
観
念
の
哲
学
的
等
価
物
を
探
り
当
て
る
際
、
一
方
で
、「〔
創
造
主
に
よ
る
〕
無
か
ら
の
〔
被

造
物
の
〕
創
造 

（creatio ex nihilo

）」 （C
I, 397, 400 ; cf. T

E
, 28, 29, 31, 242

） 

と
い
う
旧
約
聖
書
的
観
念
を
上
記
の
新
約
聖
書
的

観
念
と
構
造
上
・
意
味
上
の
「
類
比
」 （C

I, 415 ; cf. T
E

, 188 -190, 212

） 

関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
明
示
し
、
他
方
で
、「
意
志
の

再
生
」 （L

3, 37, 38

） ・「
自
由
の
再
生
」 （C

I, 414 ; cf. C
I, 412

） 

が
課
題
と
な
る
カ
ン
ト
の
哲
学
的
宗
教
論
全
体
を
、
上
記
の
新
約
聖

書
的
な
観
念
の
哲
学
的
対
応
物
の
在
り
処
と
し
て
提
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
リ
ク
ー
ル
は
、
こ
の
振
る
舞
い
の
み
に
よ
っ

て
、〈
根
元
悪
か
ら
の
隷
属
意
志
〔
囚
わ
れ
の
自
由
〕
の
再
生
〔
更
生
・
改
善
〕〉
と
い
う
カ
ン
ト
的
観
念
を
暗
黙
裡
に
示
し
て
い
る
。

言
い
換
え
る
と
、
こ
の
三
番
目
の
定
式
を
読
者
が
自
分
で
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
周
到
に
論
述
上
の
糸
を
引
い
て
い
る
の
で

あ
る 

（cf. C
I, 412 - 414, L

3, 21, 28, 30, 32, 35, 37, 38

）。
な
お
、
類
比
関
係
に
あ
る
上
記
三
つ
の
言
い
回
し
の
内
、
意
味
の
核
を

成
す
の
は
「
無
か
ら
の
新
た
な
創
造
」 （C

I, 397 ; cf. T
E

, 19, 225, R
G

V, 47

） 

で
あ
る
。

「
死
者
た
ち
の
中
か
ら
の
復
活
・
甦
り
へ
の
希
望
」 （C

I, 397, 413

） 

と
定
式
化
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
希
望
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
宣

教
の
核
心
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
「
死
者
〔
全
員
〕
の
復
活
・
甦
り
」 （T

E
, 208, 224, 245

） 

が
、
す
な
わ
ち
「
死

者
た
ち
の
中
か
ら
の
万
人
の
復
活
・
甦
り
」 （C

I, 397

） 

が
そ
こ
で
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
上
記
の
定
式

を
、「
死
者
た
ち
の
中
か
ら
の
〔
キ
リ
ス
ト
を
初
穂
と
す
る
万
人
の
〕
復
活
・
甦
り
へ
の
希
望
」 （C

I, 397, 413 ; cf. T
E

, 207 -208, 

244 -246

） 

と
補
っ
て
読
む
こ
と
は
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
的
希
望
を
受
け
て
、
い
わ
ば
「
宣
教

者
と
神
学
者
の
言
説
」
が
「
哲
学
者
の
言
説
」
へ
と
も
た
ら
す
最
初
の
衝
撃
と
し
て
、
有
限
な
理
性
的
存
在
者
な
ら
普
遍
的
に
抱
く
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（
で
あ
ろ
う
と
カ
ン
ト
が
考
え
る
） 

希
望
の
内
容
の
、
あ
る
種
の
偏
り
が
露
わ
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
理
性
批
判
の
「
内
／
外
」
で
問

題
と
な
る
カ
ン
ト
的
希
望
が
、
本
質
的
に
は
、〈
自
ら
の
道
徳
性
に
釣
り
合
っ
た
「
幸
福 

（G
lückselichkeit

）」
へ
の
希
望
／
神
に
嘉

さ
れ
る
人
間 

（
道
徳
的
に
善
い
人
間
） 

に
成
る
と
い
う
意
味
で
の
「
幸
福
」 （R

G
V, 62, 120 ; cf. R

G
V, 61, 117

） 

へ
の
希
望
〉
で
し
か

な
い
こ
と
が
炙
り
出
さ
れ
る
。
さ
ら
に
究
極
的
に
は
、〈
自
ら
の
神
聖
性
に
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
至
上
の
幸
福
と
い
う
意
味
で
の
「
浄

福 

（Selichkeit
）」 （K

pV, 129 ; cf. K
pV, 119, 124

） 

へ
の
希
望
／
悪
か
ら
善
へ
の
復
帰
に
向
け
た
不
断
の
努
力
に
お
い
て
、
徳
の
努

力
が
不
完
全
で
あ
る
の
を
補
う
も
の
と
し
て
、
本
来
は
そ
れ
に
相
応
し
く
な
っ
た
者
に
の
み
僥
倖
の
形
で
の
み
与
え
ら
れ
る
「
高
次
の

助
力
」 （R

G
V, 45 ; cf. R

G
V, 101, 117, 190 -192

）、
言
い
換
え
る
と
「
よ
り
よ
い
人
間
」 （R

G
V, 48, 51, 52

） 

に
な
ろ
う
と
す
る
永
続

的
な
努
力
の
中
で
、
不
意
打
ち
の
よ
う
に
遭
遇
す
る
か
も
し
れ
な
い
「
超
自
然
的
な
援
助
」 （R

G
V, 191

） 

で
は
な
く
、「
よ
き
生
き

方
」 （R

G
V, 51, 105, 116, 118 -120, 144, 170 -172, 176 -177, 179

） 

へ
の
実
践
的
な
志
向
抜
き
で
た
ん
に
「
教
会
の
奉
仕 

（cultus

祭
祀
）」 （R

G
V, 153 ; cf. R

G
V, 174

） 
の
み
に
よ
っ
て
魔
術
的
に
召
喚
さ
れ
う
る 

（
と
思
い
込
ま
れ
た
） 「
超
自
然
的
な
協
力
」 （R

G
V, 

44

） 

と
し
て
の
神
の
「
恩
寵
〔
イ
エ
ス
に
よ
る
身
代
わ
り
の
贖
罪
〕」 （L

3, 32, 35, R
G

V, 174, 190, 191

）、
お
よ
び
こ
の
援
助
・
助
力

で
以
っ
て
善
へ
の
帰
還
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
神
的
審
判
者
の
前
で
義
と
さ
れ
る
、
も
は
や
罪
な
し
と
さ
れ
る 

（
と
思
い
込
ま
れ

た
） 

こ
と
と
し
て
の
神
の
「
義
認
」 （L

3, 29, 33, 34, 35, 38, T
E

, 222, R
G

V, 76

） 

が
も
た
ら
す
、
永
遠
の
幸
福
と
い
う
意
味
で
の

「
浄
福
」 （R

G
V, 52, 115, 116, 118, 146 ; cf. K

pV, 51, 115, 153, 180, 181

） 

へ
の
希
望
〉
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
炙
り
出
さ
れ
る
。

そ
の
上
で
、
こ
の
最
初
の
衝
撃
の
反
動
・
揺
り
返
し
と
し
て
、
カ
ン
ト
に
お
け
る
希
望
を
、「
有
限
な
理
性
的
存
在
者
」 （
普
遍
的
に
、

つ
ま
り
万
人
に
付
与
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
人
間
に
あ
っ
て
は
限
定
さ
れ
た
能
力
で
し
か
な
い
純
粋
理
性
の
保
有
者
） 

が
抱
く
幸
福
へ

の
希
望
か
ら
、
こ
の
同
じ
存
在
者
に
お
け
る
再
生
へ
の
希
望
へ
と
読
み
替
え
る
読
み
筋
が
開
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
自
ら
背
い
た
善

へ
の
帰
還
」 （R

G
V, 44, L

3, 27 ; cf. R
G

V, 50

）、
い
わ
ば
無
垢
な
る
初
期
状
態
の
取
り
戻
し
と
い
う
意
味
で
の
更
生
・
改
善
へ
の
期
待

と
し
て
、
よ
り
根
源
的
に
は
「
為
し
う
る
と
い
う
力
〔
そ
の
も
の
〕
の
回
復
」 （L

3, 21 ; cf. L
3, 28, 29

） 

と
い
う
意
味
で
の
復
調
・
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治
癒
へ
の
希
望
と
し
て
、
カ
ン
ト
の
「
希
望
」 （R

G
V, 44, 48, 51 ; cf. R

G
V, 178

） 

を
読
む
別
の
ル
ー
ト
が
、
カ
ン
ト
自
身
の
テ
ク
ス

ト
の
内
部
に
開
か
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、〈
死
者
た
ち
の
中
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
を
初
穂
と
す
る
万
人
の
復
活
・
甦
り
へ
の
希
望
〉
の
哲
学

的
等
価
物
A’
を
、〈
根
元
悪
か
ら
の
〔
有
限
な
理
性
的
存
在
者
の
〕
隷
属
意
志
〔
な
い
し
囚
わ
れ
の
自
由
〕
の
再
生
へ
の
希
望
〉
と
し

て
読
み
解
く
道
筋
が
開
発
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

リ
ク
ー
ル
の
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
固
有
の
方
法
、
す
な
わ
ち
「
近
似
化 

（approxim
ation

）」
を
含
め
た
「
哲
学
者
の
ア
プ

ロ
ー
チ 

（approche
）」
の
興
味
深
い
点
と
し
て
、
最
後
に
も
う
一
つ
挙
げ
て
お
き
た
い
。「
宗
教
の
全
行
程
の
賭
け
金
と
は
、
隷
属
意

志
を
実
際
に
解
放
す
る
こ
と
で
あ
る
」 （L

3, 32 ; cf. L
3, 30

） 

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
リ
ク
ー
ル
は
、
宗
教
の
「
効
力
・
効
能
」

（L
3, 35 ; cf. L

3, 32 -33

） 
と
し
て
、
自
分
一
人
の
力
で
は
制
御
も
改
善
も
で
き
な
い
「
悪
へ
の
性
癖
」 （C

I, 413, L
3, 23

） 

が
原
因

で
、
あ
る
い
は
明
確
な
「
悪
意
」 （C

I, 414 ; cf. R
G

V, 57

） 

を
も
っ
て
自
分
を
陥
れ
よ
う
と
す
る
「
他
者
の
欺
瞞
と
奸
計
」 （L

3, 23

）

が
原
因
で 

（
も
し
く
は
双
方
の
絡
み
合
い
に
よ
っ
て
） 

一
回
的
に
／
反
復
的
に
生
起
し
た
悪
の
只
中
で
、
極
度
の
「
無
力 

（im
puis-

sance

）」 （L
3, 20

） ・「
無
能 

（non-pouvoir
）」 （C

I, 413, L
3, 27

） 

の
様
態
に
陥
っ
た
選
択
意
志
が
、
そ
の
「
隷
属
状
態
」 （L

3, 

32

） 

か
ら
「
自
由
に
な
る
こ
と
」 （L

3, 32 ; cf. C
I, 409, 412, 413, R

G
V, 93

） 

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
無
力
・
無
能
の
様
態
と

は
、
か
つ
て
一
度
で
も
あ
の
よ
う
な
過
ち
を
犯
し
た
自
分
は
こ
の
先
も
ず
っ
と
穢
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
何
度
も
何
度
も
同
じ
過
ち
を

繰
り
返
す
自
分
は
必
ず
ま
た
同
じ
過
ち
を
犯
し
て
し
ま
う
、
そ
う
し
た
自
ら
の
「
為
し
う
る
と
い
う
力
、
と
く
に
善
を
為
し
う
る

力
」 （L

3, 20

） 

に
対
す
る
根
本
的
な
不
信
な
い
し
懐
疑
と
、
そ
れ
に
よ
る
現
事
実
的
な
行
為
不
可
能
性
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
、
人
は
た
っ
た
一
度
の
過
ち
で
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
ほ
ど
損
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
反
復
的
に
犯
し
た
過
ち
に
よ
っ
て
二

度
と
回
復
で
き
な
い
ま
で
に
損
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
自
分
自
身
の
性
根
が
腐
り
切
っ
て
い
る
こ
と
を
そ
の
つ
ど
思
い
知
ら
さ
れ

て
。
そ
し
て
こ
の
両
ケ
ー
ス
は
切
り
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
実
際
の
悪
の
現
場
で
、「
犯
す
悪 

（m
al agi

）」
と
「
被
る
悪 

（m
al 

subi

）」
（
5
）

 

の
区
別
が
同
一
人
物
に
お
い
て
曖
昧
で
あ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
そ
の
性
癖
の
腐
敗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選
択
意
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一

志
に
「
為
し
う
る
と
い
う
力
、
と
く
に
善
を
為
し
う
る
力
」
を
現
事
実
的
に
取
り
戻
さ
せ
る
こ
と
が
、
事
実
と
し
て
の
宗
教
の
賭
け
金

と
な
る
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
言
葉
で
言
え
ば
、
こ
れ
は
、
実
定
宗
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
が
提
供
す
る
、
特
殊
的
具
体
的
な
「
表

象
、
信
仰
、
制
度
」 （L

3, 19 ; cf. L
3, 28

） 

を
介
し
て
、「
悪
へ
の
自
然
的
性
癖
」
の
も
と
で
そ
の
選
択
意
志
が
無
力
化
・
無
能
化
し
て

い
た
有
限
な
理
性
的
存
在
者
に
お
い
て
、「
善
へ
の
根
源
的
素
質
」
が
そ
の
「
力
能 

（puissance

）」 （L
3, 21, 28

） 

を
回
復
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
言
い
換
え
る
と
、「
善
の
格
率
」 （R

G
V, 31

） 

で
は
な
く
と
も
、
せ
め
て
「
悪
し
き
格
率
」 （R

G
V, 20

） 

で
は
な
く
、「
最

上
の
格
率
」 （R

G
V, 31

） 
と
言
え
る
よ
う
な
格
率 

（
合
法
則
的
形
式
を
具
え
る
と
同
時
に
、
そ
の
措
定
や
実
施
に
際
し
て
自
ら
の
傾
向

性
と
常
に
闘
争
し
て
い
る
道
徳
的
心
術
を
伴
う
よ
う
な
主
観
的
な
実
践
的
原
則
） 

を
自
ら
練
り
上
げ
、
採
用
し
、
常
に
こ
れ
に
従
っ
て

行
為
す
る
能
力
と
い
う
意
味
で
の
有
限
な
理
性
的
存
在
者
の
選
択
意
志
が
、
そ
の
「
失
わ
れ
た
能
力 

（pouvoir

）」 （L
3, 28, 29

） 

を
取

り
戻
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
お
、
リ
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
「
哲
学
者
の
言
説
」
の
陣
営
に
置
か
れ
た
カ
ン
ト
宗
教
哲
学
が
「〔
悪
に
囚

わ
れ
た
隷
属
意
志
の
〕
再
生
に
向
け
た
諸
々
の
手
立
て
」 （L

3, 21

） 

と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
そ
の
文
化
的
観
点
か
ら
見

た
歴
史
的
遺
産
と
し
て
内
包
し
て
い
る
表
象
、
信
仰
、
制
度
で
あ
る
。
救
済
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
「
三
位
一
体
」 （L

3, 28 ; cf. L
3, 

19

） 

を
成
し
て
い
る
そ
れ
ら
を
根
底
で
繋
ぐ
も
の
こ
そ
、「
善
の
原
理
の
人
格
化
さ
れ
た
理
念
」 （R

G
V, 60

）、「
神
に
嘉
さ
れ
る
人
間
と

い
う
理
想
」 （R

G
V, 61 ; cf. R

G
V, 66, 119, 129, L

3, 29, 30, 31, 34, 35, 38

） 

を
体
現
す
る
「
キ
リ
ス
ト
と
い
う
形
象
」 （L

3, 29 -32 

; cf. C
I, 415

） 

に
他
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
リ
ク
ー
ル
に
よ
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
が
そ
の
実
存
的
観
点
か
ら
見
た
歴
史
的
遺
産
と
し
て
内
蔵
し
て
い
る
「
諸
々
の
物
語

や
象
徴
、
神
話
」 （L

3, 20

） 

も
ま
た
、「
再
生
に
向
け
た
諸
々
の
手
立
て
」
に
含
ま
れ
る
。
聖
書
に
お
け
る
「
復
活
・
甦
り
の
物

語
」 （T
E

, 205

）、
と
く
に
そ
こ
で
語
ら
れ
る
「
復
活
・
甦
り
の
宣
教
」
と
い
う
言
葉
の
出
来
事
に
「
悪
」
の
問
題
と
の
関
係
で
鋭
く

反
応
し
、
リ
ク
ー
ル
が
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
る
「
復
活
・
甦
り
の
解
釈
学
」
を
「
宣
教
者
と
神
学
者
の
言
説
」
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
こ

う
し
た
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
リ
ク
ー
ル
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
言
表
行
為
お
よ
び
言
表
内
容
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
的
宣
教
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六
二

を
哲
学
者
と
し
て
解
釈
す
る
行
為
そ
の
も
の
が
、
こ
の
同
じ
宣
教
を
信
仰
者
と
し
て
受
諾
す
る
振
る
舞
い
と
同
等
に
、
自
ら
を
救
済
・

解
放
す
る
手
段
に
な
る
と
喝
破
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。「〔
希
望
の
、
あ
る
い
は
自
由
の
〕
復
活
・
甦
り
の
宣
教
」
の
哲
学
的
対
応
物

を
、
実
践
理
性
の
弁
証
論
を
典
拠
と
す
る
「〔
超
越
的
理
念
の
三
つ
の
対
象
の
〕
要
請
」 （C

I, 408

） 

と
い
う
形
で
自
ら
の
内
に
含
む
と

同
時
に
、
そ
れ
自
体
が
「〔
希
望
の
、
あ
る
い
は
自
由
の
〕
復
活
・
甦
り
の
宣
教
」
と
「
同
等
・
同
類 

（hom
ologue

）」 （C
I, 402

） 

で

あ
る
よ
う
な
「
自
由
に
つ
い
て
の
哲
学
者
の
言
説
」 （C

I, 402

）、
そ
の
全
行
程
が
「〔
希
望
の
、
あ
る
い
は
自
由
の
〕
復
活
・
甦
り
の

宣
教
の
哲
学
的
類
似
物 
（analogon philosophique

）」 （C
I, 415

） 

で
あ
る
よ
う
な
「
た
ん
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
と
い
う
言
説
」

の
開
拓
と
彫
琢
。
こ
れ
こ
そ
が
、
リ
ク
ー
ル
が
採
用
し
た
「
哲
学
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
い
う
方
法
の
最
大
の
狙
い
で
あ
り
、
最
大
の

功
績
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

二
　
ポ
ー
ル
・
リ
ク
ー
ル
に
よ
る 

「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」 

構
想 

― 

そ
の 

「
問
題
系
」 

と
い
う
観
点
か
ら

 

（
一
）  

「
宗
教
的
自
由
」
を
め
ぐ
る
リ
ク
ー
ル
解
釈
学
の
問
題
系 

―
「
悪
の
問
題
系
」

前
章
で
は
、
リ
ク
ー
ル
に
よ
る
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
の
概
要
を
、
そ
こ
で
遂
行
さ
れ
て
い
る
方
法
と
い
う
観
点
か
ら
描
き
出

し
た
。
本
章
で
は
、
こ
の
解
釈
学
に
固
有
の
問
題
系 
（
主
題
、
問
い
か
け
、
問
題
、
賭
け
金
、
主
導
理
念
、
プ
ラ
ン
の
提
示
か
ら
成

る
、
哲
学
的
思
索
の
導
入
部（

6
）

） 

と
い
う
観
点
か
ら
、
リ
ク
ー
ル
の
言
い
方
で
は
「
悪
の
問
題
系
」 （C

I, 412

） 

と
い
う
観
点
か
ら
、「
宗

教
的
自
由
」
を
め
ぐ
る
リ
ク
ー
ル
解
釈
学
の
概
要
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

注
目
す
べ
き
は
、
リ
ク
ー
ル
が
「
悪
の
問
題
系
」
を
「
成
就
と
全
体
化
の
問
題
系
」 （C

I, 414

） 

と
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
「
成
就
と
全
体
化
」
の
基
に
な
る
、「
実
践
理
性
を
そ
の
本
質
的
な
純
粋
さ
に
お
い
て
構
成
し
て
い
る
完
遂
〔
要

求
〕、
全
体
性
要
求
」 （C

I, 409

） 

の
下
、
こ
の
理
性
と
の
関
係
の
内
に
あ
る
意
志
の
自
由
が
、
一
種
の
「
倒
錯
」 （C

I, 414, L
3, 40

） 

に

陥
る
事
態
に
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
カ
ン
ト
に
お
け
る
批
判
哲
学
の
弁
証
論
／
宗
教
哲
学
の
教
会
信
仰
論
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六
三

で
共
通
し
て
問
題
と
な
る
人
間
理
性
の
「
自
然
的
性
癖
」 （K

rV, A
642/B

670 ; cf. R
G

V, 53, 194

） 

― 

自
ら
の
限
界
を
踏
み
越
え
て

道
を
踏
み
外
す
と
い
う
性
癖 

― 

に
由
来
す
る
「
完
備
性
」 （C

I, 411, L
3, 40

） 

へ
の
強
い
志
向
の
只
中
で
実
践
的
自
由
が
罹
患
す
る

「
病
」
と
し
て
、「
全
体
性
の
病
」 （L

3, 40

） 

と
い
う
奇
妙
な
表
現
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

7
）

。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
自
由
と
は
、「
義
務
の
教
説
」 （C

I, 413 ; cf. C
I, 409

） 

と
呼
ば
れ
る
実
践
理
性
の
分
析
論
で
主
題
化
さ
れ
る
自

由
、
つ
ま
り
「
自
律
」 （C

I, 409

） 

と
し
て
定
式
化
さ
れ
る
自
由
で
は
な
い
。
言
い
換
え
る
と
、
有
限
な
理
性
的
存
在
者
の
選
択
意
志

が
具
え
る
「
為
し
う
る
と
い
う
力
」、
定
言
命
法
と
し
て
聴
取
さ
れ
た
道
徳
法
則
に
照
ら
し
て
、
そ
の
つ
ど
能
う
限
り
最
上
の
格
率
を

自
ら
練
り
上
げ
自
ら
の
内
に
取
り
入
れ
、
し
か
も
行
為
そ
の
も
の
を
常
に
こ
の
格
率
に
従
っ
て
実
行
す
る
能
力
で
は
な
い 

（cf. R
G

V, 

31, 46

）。
ま
た
そ
れ
は
、「
最
高
善
の
教
説
」 （C
I, 413

） 

と
呼
ば
れ
る
実
践
理
性
の
弁
証
論
で
「
要
請
さ
れ
る
自
由
」 （C

I, 409, 

410

）、
つ
ま
り
「
希
望
に
よ
る
自
由
」
の
名
で
リ
ク
ー
ル
が
探
し
求
め
る
「
宗
教
的
自
由
」
の
哲
学
的
対
応
物
で
も
さ
し
あ
た
り
な

い
。
そ
う
で
は
な
く
、
む
し
ろ
前
二
者
の
〈
間
〉
に
位
置
す
る
自
由
、「
最
高
善
の
教
説
」
と
呼
ば
れ
る
実
践
理
性
の
弁
証
論
で
問
題

化
す
る
自
由
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
格
率
の
設
定
に
お
い
て
も
遂
行
に
お
い
て
も
自
ら
の
傾
向
性
と
常
に
闘
争
し
続
け
る
道
徳
的
心
術
、

つ
ま
り
「
徳
」 （K

pV, 84

） 

を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
ま
や
「
純
粋
意
志
」 （K

pV, 109

） 

と
い
う
境
地
に
到
達
し
た
選
択
意
志
が
、

自
ら
定
立
し
採
用
し
た
格
率
を
遵
守
し
た
ま
ま
行
為
す
る
と
同
時
に
、
自
ら
の
徳
の
完
成
に
向
け
て
無
限
に
前
進
し
続
け
る
能
力
で
あ

る
。
言
い
換
え
る
と
こ
れ
は
、
そ
の
初
期
形
態 

（
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
な
い
し
下
限
） 

が
意
志
の
心
術
お
よ
び
行
為
の
道
徳
性
、
そ
の
最

終
形
態 

（
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
な
い
し
上
限
） 

が
意
志
の
心
術
お
よ
び
行
為
の
神
聖
性
で
あ
る
よ
う
な（

8
）

「
最
上
善
」
の
完
成
と
い
う
「
実
践

的
課
題
」 （K
pV, 124

） 

を
遂
行
す
る
能
力
を
意
味
す
る 

（
完
遂
さ
れ
る
か
は
別
と
し
て
）。
た
だ
し
、
カ
ン
ト
は
純
粋
意
志
の
究
極
目
標

と
し
て
、
完
成
に
向
け
た
道
の
途
上
に
あ
る
徳
と
し
て
の
最
上
善
に
い
つ
し
か
そ
れ
に
釣
り
合
っ
た
幸
福
が
必
然
的
に
付
け
加
わ
り
、

そ
れ
が
善
と
し
て
全
き
も
の
に
な
る
事
態
を
想
定
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
事
態
を
、
欲
求
満
足
や
幸
福
追
求
を
至
上
命
題
と
す
る
自

愛
お
よ
び
独
り
よ
が
り
を
本
来
打
ち
砕
く
は
ず
の
「
道
徳
法
則
」 （C

I, 407 ; cf. K
pV, 129, 133

） 

自
身
が
命
じ
る
も
の
と
し
て
想
定
し
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て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
自
由
、
実
践
理
性
の
弁
証
論
で
問
題
化
す
る
自
由
と
は
、
有
限
な
理
性
的
存
在

者
は
自
ら
の
徳
に
見
合
っ
た
幸
福
を
求
め
ざ
る
を
え
な
い
の
で
、
つ
ま
り
そ
の
欲
求
能
力
は
ど
こ
ま
で
も
「
選
択
意
志
」 （C

I, 

407
） 
と
い
う
境
位
・
身
分
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
自
ら
の
欲
望
を
認
め
つ
つ
最
上
善
の
完
成
と
い
う
実
践
的

課
題
を
遂
行
す
る
能
力
、
あ
る
い
は
端
的
に
「
最
高
善
」
の
成
就
と
い
う
「
実
践
的
課
題
」 （K

pV, 125

） 

を
遂
行
す
る
能
力
と
言
っ
た

方
が
正
確
で
あ
ろ
う 
（
完
遂
さ
れ
る
か
は
別
と
し
て
）。
要
す
る
に
、
リ
ク
ー
ル
の
考
え
で
は
、「
成
就
と
全
体
化
の
問
題
系
」
に
お
い

て
問
題
と
化
す
の
は
、「
そ
の
最
初
の
規
定
に
お
け
る
自
由
」 （C

I, 413

） 

で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
そ
の
全
体
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

自
由
」 （C

I, 413

） 

で
あ
り
、
後
者
の
自
由
の
転
倒
・
倒
錯
が
、「
全
体
性
の
病
」
と
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
リ
ク
ー
ル
は
こ
の
病
を
、「
希
望
の
病
」 （C

I, 414

） 

と
も
言
い
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
希
望
と
は
、
本
稿
序
論

で
述
べ
た
よ
う
に
、
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
の
「
内
／
外
」、
す
な
わ
ち
第
二
批
判
の
弁
証
論
／
根
元
悪
論 

（
哲
学
的
宗
教
論
の
第
一

編
） 

を
経
て
教
会
信
仰
論 

（
哲
学
的
宗
教
論
の
第
二
編
か
ら
第
四
編
、
と
く
に
「
法
規
的
教
会
信
仰
」
に
お
い
て
問
題
化
す
る
「
宗
教

妄
想
」 （R

G
V, 168, 170, 171

） 

に
基
づ
く
「
神
へ
の
偽
奉
仕
」 （R

G
V, 153, 167, 170, 172 ; cf. R

G
V, 179

） 

が
話
題
と
な
る
第
四

編
） 

で
生
ま
れ
た
カ
ン
ト
に
お
け
る
宗
教
の
問
い
、「
私
は
何
を
希
望
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
？
」
と
い
う
問
い
に
起
源
を
も
つ
限

り
で
の
希
望
で
あ
る
。「
希
望
の
領
分
は
、
超
越
論
的
錯
覚
の
区
域
と
そ
の
外
延
を
ぴ
た
り
と
同
じ
く
し
て
い
る
」 （C

I, 405

） 

／
「
悪

と
希
望
は
、
我
々
が
思
う
以
上
に
固
く
結
び
つ
い
て
い
る（

9
）

」 （C
I, 414

） 

と
い
う
リ
ク
ー
ル
の
指
摘
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、「
希
望
」
と

い
う
同
一
の
モ
チ
ー
フ
が
、
理
性
批
判
の
「
内
／
外
」
の
繋
ぎ
目
、
言
い
換
え
る
と
、
批
判
哲
学
に
お
け
る
「
錯
覚
」
の
問
題
系
／
宗

教
哲
学
に
お
け
る
「
悪
」
の
問
題
系
の
蝶
番
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
成
就
と
全
体
化
の

問
題
系
」
の
核
と
な
る
「
問
題
」
は
、
以
上
の
よ
う
な
二
通
り
の
表
現
を
も
つ
「
病
」
に
相
当
す
る
。

前
章
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
リ
ク
ー
ル
の
言
う
こ
の
「
病
」
は
、
人
間
の
選
択
意
志
が
置
か
れ
た
あ
る
種
の
隷
属
状
態
を
指
し
て

い
る
。
正
確
に
は
、
有
限
な
理
性
的
存
在
者
の
内
な
る
「
限
界
超
出
へ
の
自
然
的
性
癖
」 （K

rV, A
642/B

670

） 

と
「
悪
へ
の
自
然
的
性
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癖
」 （R

G
V, 37

） 

と
が
、
こ
の
存
在
者
の
外
か
ら
や
っ
て
来
る
諸
々
の
害
悪
、
例
え
ば
こ
の
存
在
者
が
属
す
る
組
織
の
内
部
規
則
・
集

団
の
同
調
圧
力
や
こ
の
組
織
・
集
団
の
中
に
い
る
特
定
の
誰
か
の
「
悪
意
」 （C
I, 414

） 

と
も
絡
み
合
っ
た
結
果
、
当
の
有
限
な
理
性

的
存
在
者
の
実
践
的
自
由
が
陥
る
、
虜
囚
の
状
態
を
意
味
す
る
。
こ
の
隷
属
状
態
か
ら
「
隷
属
意
志
を
実
際
に
解
放
す
る
こ
と
」 （L

3, 

32

）。
こ
の
虜
囚
の
状
態
か
ら
「
囚
わ
れ
の
自
由
を
蘇
生
さ
せ
る
こ
と
、
こ
の
自
由
を
生
き
た
も
の
に
す
る
こ
と
」 （L

3, 30

）。
こ
の
囚

わ
れ
の
自
由
に
、「
為
し
う
る
自
由
」 （C

I, 409

） 

を
、
よ
り
正
確
に
は
、「
善
意
志
〔
ひ
た
す
ら
道
徳
法
則
へ
の
尊
敬
か
ら
こ
の
法
則

の
普
遍
的
妥
当
性
・
客
観
的
必
然
性
に
照
ら
し
て
自
ら
格
率
を
設
定
し
こ
れ
を
自
身
の
内
に
採
用
し
、
善
き
意
志
と
し
て
の
自
分
自
身

を
実
際
の
行
為
の
中
で
実
現
で
き
る
よ
う
不
断
に
努
力
す
る
能
力
を
も
つ
選
択
意
志
〕
た
り
う
る
自
由
」 （C

I, 409

） 

で
あ
る
限
り
で

の
「
自
由
と
い
う
身
分
・
境
位
」 （C

I, 393

） 

を
取
り
戻
さ
せ
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
リ
ク
ー
ル
に
よ
る
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
の

課
題
と
な
る
。
ま
た
、
そ
れ
自
体
が
「〔
希
望
の
、
あ
る
い
は
自
由
の
〕
復
活
・
甦
り
の
宣
教
」
を
宣
べ
伝
え
る
行
い
と
等
価
で
あ
る

よ
う
な
一
連
の
解
釈
学
的
手
続
き
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
現
事
実
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
」 （C

I, 412

） 

を
回
復
し
、
そ
の
「
リ
ア
ル
な
原
因

性
」 （C

I, 409, 413

） 

と
い
う
資
格
を
取
り
戻
し
た
自
由
、
し
か
も
そ
の
回
復
が
、
病
ん
だ
希
望
の
復
調
・
快
癒
と
同
時
的
で
あ
る
よ

う
な
自
由
こ
そ
、
リ
ク
ー
ル
が
そ
の
哲
学
的
等
価
物
を
探
し
求
め
る
「
宗
教
的
自
由
」
で
あ
り
、「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
の
主
題

と
な
る
「
希
望
に
よ
る
自
由
」
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
リ
ク
ー
ル
に
よ
れ
ば
、「
成
就
と
全
体
化
の
問
題
系
に
内
属
す
る
倒
錯
」 （C

I, 414

） 

と
し
て
の
「
希
望
の
病
」
の
中
で
の
み

露
わ
に
な
る
「
悪
の
中
の
悪
」 （C

I, 414

） 

な
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
。
別
の
言
い
方
で
は
、「
実
践
理
性
の
分
析
論
か
ら
弁
証
論
へ
の

運
動
を
支
配
し
て
い
る
、
完
備
性 

（com
plétude

） 

に
向
け
た
あ
の
跳
躍
・
躍
動
の
倒
錯
」 （L

3, 40

） 

と
い
う
意
味
で
の
「
全
体
性
の

病
」
に
つ
い
て
、
そ
の
元
凶
と
も
言
う
べ
き
「
そ
の
倒
錯
性
の
極
致
に
達
し
た
悪
」 （L

3, 40

） 

な
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
。「
希
望
の

病
」・「
全
体
性
の
病
」
が
こ
の
問
題
系
の
中
心
に
位
置
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
悪
の
中
の
悪
」
は
、
い
わ
ば
問
題
の

中
の
問
題
、
問
題
系
の
核
と
な
る
ア
ポ
リ
ア
の
中
で
も
最
も
ア
ポ
リ
ア
的
な
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
よ
う
な
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も
の
と
し
て
の
「
真
正
の
悪
、
悪
の
中
の
悪
」 （C

I, 414

） 

を
、
リ
ク
ー
ル
は
、「
禁
忌
の
侵
犯
や
法
の
転
覆
、〔
規
則
や
権
威
へ
の
〕

不
服
従
で
は
な
く
、
全
体
化
の
は
た
ら
き
に
お
け
る
詐
欺
行
為
・
不
正
行
為
」 （C

I, 414 ; cf. R
G

V, 153, 180

） 

と
規
定
す
る
。
こ
こ

で
言
わ
れ
る
「
全
体
化
の
は
た
ら
き
」
と
は
、
純
粋
実
践
理
性
の
全
体
化
要
求
の
も
と
、「〔
純
粋
〕
意
志
が
或
る
完
全
な
対
象
を
求
め

る
こ
と
」 （C

I, 414 ; cf. L
3, 40

）、
言
い
換
え
る
と
、
選
択
意
志
の
当
初
の
対
象
物
・
目
標
物
で
あ
っ
た
徳
と
し
て
の
「
最
上
善
」

に
、
こ
の
意
志
が
徳
と
い
う
道
徳
的
状
態
に
達
し
て
以
降
、
そ
れ
に
釣
り
合
っ
た
幸
福
が
目
指
す
べ
き
も
の
と
し
て
付
け
加
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
究
極
目
標
が
「
最
高
善
」
と
化
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
お
、
最
上
善
は
第
二
批
判
の
分
析
論
の
主
要
論
題
、
最
高

善
は
第
二
批
判
の
弁
証
論
の
主
要
論
題
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
リ
ク
ー
ル
の
言
う
「
真
正
の
悪
」
と
は
、
純
粋
実
践
理
性
の
弁
証
論

に
固
有
の
問
題
圏
域
、
す
な
わ
ち
最
高
善
と
い
う
解
決
不
能
な
問
題
が
そ
こ
で
生
起
す
る
と
同
時
に
、
宗
教
の
問
い
が
そ
こ
で
立
ち
上

が
る
「
矛
盾
葛
藤
の
領
野
」 （C

I, 414
） 
で
の
み
立
ち
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
希
望
の
問
題
圏
域
と
そ
の
外
延
を
同

じ
く
す
る
超
越
論
的
錯
覚
の
問
題
圏
域
で
の
み
現
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
「
悪
」
は
、
上
記
の
問
題
圏
域
で
そ
の

発
症
が
確
認
さ
れ
る
「
希
望
の
病
」・「
全
体
性
の
病
」
の
中
で
も
最
も
病
的
な
様
態
、
最
も
倒
錯
的
な
錯
覚
に
陥
る
こ
と
と
し
て
、
こ

の
「
病
」
の
中
で
の
み
露
わ
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「〔
純
粋
意
志
の
目
標
お
よ
び
純
粋
意
志
の
自
由
の
〕
全
体
化
の
途
上
で
生

ま
れ
る
悪
の
中
の
悪
」 （C

I, 414

） 

と
は
、
一
体
ど
う
い
う
も
の
か
。「
全
体
性
の
病
」
の
「
発
端 

（origine

）」（10
）

（L
3, 40

） 

と
も
言
う
べ

き
「
そ
の
倒
錯
性
の
極
致
に
達
し
た
悪
」
と
は
、
一
体
ど
う
い
う
も
の
か
。
リ
ク
ー
ル
は
、
悪
と
希
望
の
強
固
な
連
帯
性
を
、
悪
が
人

間
に
対
す
る
「
挑
戦 

（défi

）」 （L
3, 20, 21

） 

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
希
望
は
人
間
の
側
か
ら
の
そ
れ
へ
の
「
応
戦 

（réplique

）」（L
3, 

20, 21, 28, 40

） 

で
あ
る
と
い
う
仕
方
で
説
明
し
、
悪
か
ら
の
再
生
の
手
立
て
を
供
す
る
、
事
実
と
し
て
の
宗
教
が
そ
の
触
媒
に
な
る

と
考
え
る
。
で
は
、
そ
の
「
挑
戦
」
に
対
し
て
人
間
が
宗
教
を
介
し
て
「
応
戦
」
す
べ
き
「
悪
の
中
の
悪
」、
こ
の
リ
ク
ー
ル
的
意
味

で
の
「
根
元
悪
」
と
は
、
一
体
ど
う
い
う
も
の
か
。

実
は
リ
ク
ー
ル
自
身
、
こ
の
「
病
」
の
様
態
や
そ
の
最
も
深
刻
な
容
態
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。「
希
望
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に
よ
る
自
由
」
と
自
ら
規
定
す
る
限
り
で
の
「
宗
教
的
自
由
」
に
つ
い
て
、
解
釈
学
的
思
索
の
材
料
を
集
め
、
解
釈
学
的
枠
組
み
を
定

め
た
上
で
、
問
題
提
起
を
し
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
我
々
自
身
の
解
釈
を
持
ち
込
ま
ざ
る
を
え
な
い
の
だ

が
、
論
文
「
希
望
に
よ
る
自
由
」 （
一
九
六
九
年
） 

と
論
文
「
宗
教
の
哲
学
的
解
釈
学 

― 

カ
ン
ト
」 （
一
九
九
二
年
） 

を
併
せ
て
読
め

ば
、
ま
た
そ
こ
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
諸
々
の
文
献
を
渉
猟
す
れ
ば
、
リ
ク
ー
ル
が
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
と
い
う
名
の
下
で
究
明

し
よ
う
と
し
て
い
た
問
題
状
況
や
そ
の
根
幹
部
分
を
、
読
者
が
自
分
自
身
で
再
構
成
で
き
る
だ
け
の
材
料
や
枠
組
み
は
与
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
問
題
状
況
や
そ
の
根
幹
部
分
を
敢
え
て
図
式
的
に
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

理
性
批
判
の
「
内
」 （
道
徳
性
と
そ
れ
に
釣
り
合
っ
た
幸
福
の
必
然
的
連
結
と
い
う
意
味
で
の
徳
福
一
致
と
定
式
化
さ
れ
る
、
個
々

人
の
究
極
目
的
と
し
て
の
最
高
善
の
教
説
） 

に
お
い
て
は
、
超
越
論
的
錯
覚
に
基
づ
く 

（
悪
意
あ
る
政
治
指
導
者
＝
立
法
者
の
下
で

の
） 

僭
主
へ
の
偽
奉
仕
、
具
体
的
に
は
、
国
家
組
織
に
お
け
る
無
自
覚
の
強
制
労
働
が
、「
希
望
の
病
」、「
全
体
性
の
病
」
の
顕
著
な

症
状
、
病
状
で
あ
る
。
ま
た
、
理
性
批
判
の
「
外
」 （「
神
の
民
の
一
員
に
成
る
」 （R

G
V, 96

） 

と
い
う
意
味
で
の
「
神
に
嘉
さ
れ
る
人

間
」 （
そ
れ
に
よ
っ
て
浄
福
に
も
成
る
） 

に
成
る
こ
と
と
定
式
化
さ
れ
る
、
共
同
体
的
な
究
極
目
的
と
し
て
の
最
高
善
の
教
説
） 

に
お
い

て
は
、
宗
教
妄
想
に
基
づ
く 

（
悪
意
あ
る
宗
教
指
導
者
＝
聖
職
者
の
下
で
の
） 

神
へ
の
偽
奉
仕
、
具
体
的
に
は
、
教
会
組
織
に
お
け
る

無
自
覚
の
「
呪
物
崇
拝（

11
）

」 （R
G

V, 177, 179 ; cf. R
G

V, 180, 194

） 

が
、「
希
望
の
病
」、「
全
体
性
の
病
」
の
顕
著
な
症
状
、
病
状
で
あ

る
。
な
お
、
理
性
批
判
の
「
内
」
に
お
い
て
は
、
純
粋
理
性
の
実
践
的
判
断
力
の
弱
体
化
と
選
択
意
志
の
性
癖
の
汚
濁 

（
心
情
の
不
純

さ
） 

が
、
ま
た
、
理
性
批
判
の
「
外
」
に
お
い
て
は
、
純
粋
理
性
の
理
論
的
判
断
力
の
弱
体
化
と
選
択
意
志
の
性
癖
の
腐
敗 

（
心
情
の

邪
悪
さ
） 

が
、
こ
の
病
の
主
な
原
因
、
病
因
と
な
る
。

で
は
、
こ
の
「
病
」
の
中
で
も
最
も
病
的
な
様
態
、
リ
ク
ー
ル
が
「
悪
の
中
の
悪
」
と
呼
ぶ
〈
問
題
中
の
問
題
〉
と
は
何
か
。
批
判

の
「
内
」
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
が
意
の
ま
ま
に
な
る
と
い
う
意
味
で
の
「
幸
福
」 （K

pV, 124 ; cf. K
pV, 110 -111

） 

に
自
分
は
既
に

与
っ
て
い
る
、
ゆ
え
に
自
ら
の
道
徳
性
に
釣
り
合
っ
た
幸
福
に
値
す
る
人
間
に
な
っ
て
い
る 

（
最
上
善
の
成
就
） 

と
い
う
錯
覚
、
お
よ
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び
「
徳
福
一
致
の
原
理
を
含
む
も
の
」 （K

pV, 125 ; cf. C
I, 411

） 

と
し
て
の
神
に
自
分
は
成
っ
た
、
ゆ
え
に
徳
福
一
致
の
原
理
を
含
む

も
の
と
し
て
の
全
自
然
の
原
因
、
自
然
全
体
の
叡
知
的
創
造
者
と
し
て
の
神
は
現
存
す
る
も
の
で
あ
る 

（
根
源
的
最
高
善
の
成
就
） 

と

い
う
錯
覚
で
あ
る
。
我
々
の
考
え
で
は
、
こ
の
二
重
の
錯
覚
は
、
実
践
的
主
体
に
お
け
る
偽
り
の
全
能
感
・
万
能
感
と
表
裏
を
な
す
極

度
の
無
力
・
無
能
の
様
態
に
お
い
て
見
ら
れ
て
お
り
、
最
高
善
と
い
う
実
践
的
概
念
の
規
定 

（
道
徳
性
の
原
理
と
幸
福
の
原
理
の
総

合
） 

に
お
い
て
、
そ
の
「
範
型 

（Typus

）」 （K
pV, 69

） 

と
し
て
の
自
然
法
則
に
対
し
て
「
原
型
」
と
み
な
さ
れ
る
道
徳
法
則
が
、 （
そ
れ

と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
実
定
法
と
の
） 

す
り
換
え
お
よ
び 

（
徳
福
の
） 

秩
序
転
倒
に
よ
っ
て
実
践
的
主
体
の
奥
深
く
へ
と
隠
蔽

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
起
す
る
。
こ
れ
を
〈
主
観
的
自
律
即
客
観
的
他
律
と
も
言
う
べ
き
仮
象
〉
と
表
現
し
て
お
き
た
い
。

で
は
、
批
判
の
「
外
」
に
お
い
て
、
こ
の
「
病
」
の
中
で
も
最
も
病
的
な
様
態
、
リ
ク
ー
ル
が
「
悪
の
中
の
悪
」
と
呼
ぶ
〈
問
題
中

の
問
題
〉
と
は
何
か
。
自
ら
の
道
徳
的
能
力
の
欠
如
を
補
う
べ
く
、
超
自
然
的
な
も
の
・
超
感
性
的
な
も
の
へ
の
自
然
的
・
感
性
的
手

段
に
よ
る
人
為
的
な
働
き
か
け
、
す
な
わ
ち
「
呪
物
奉
仕
」 （R

G
V, 179

） 

に
よ
っ
て
「
道
徳
的
改
善
」 （R

G
V, 88, 112, 142, 169, 198 

; cf. R
G

V, 44, 51, 73, 117, 121, 127, 198
） 
に
必
要
な
高
次
の
助
力
を
呼
び
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
、
ゆ
え
に
自
分
は
既
に
神
の
助

力
に
相
応
し
い
人
間
、
神
に
嘉
さ
れ
る
人
間
に
な
っ
て
い
る 

（
最
上
善
の
成
就
） 

と
い
う
錯
覚
、
お
よ
び
自
分
は
今
や
神
に
「
義
〔
罪

な
し
〕」
と
さ
れ
る
人
間
に
な
っ
た
、
神
に
よ
っ
て
負
い
目
を
赦
免
さ
れ
た
、
罪
を
赦
さ
れ
た
、
つ
ま
り
そ
こ
に
お
い
て
罪
人
が
義
人

へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
「
神
の
国
」
に
身
を
置
い
て
い
る
、
ゆ
え
に
「
地
上
に
お
け
る
神
の
国
」 （R

G
V, 93, 

95 ; cf. K
pV, 128, C

I, 412, L
3, 28

） 

は
既
に
到
来
し
て
い
る 

（
派
生
的
最
高
善
の
成
就
） 

と
い
う
錯
覚
で
あ
る
。
我
々
の
考
え
で
は
、

こ
の
二
重
の
錯
覚
は
、
実
践
的
主
体
に
お
け
る
偽
り
の
善
良
さ
・
誠
実
さ
と
表
裏
を
な
す
極
度
の
偽
善
・
欺
瞞
の
様
態
に
お
い
て
見
ら

れ
て
お
り 

（cf. R
G

V, 153, 170, 180, 189, 200

）、
格
率
と
い
う
主
観
的
な
実
践
的
原
則
を
客
観
的
な
実
践
的
法
則
で
あ
る
道
徳
法
則

に
適
う
も
の 

（
合
法
則
的
な
も
の
） 

へ
と
仕
上
げ
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
こ
の
法
則
の
意
識
が
感
情
へ
と
及
ぼ
す
「
積
極
的
な
作

用
・
効
果
」
と
し
て
の
尊
敬
に
対
し
て
「
消
極
的
な
作
用
・
効
果
」
と
言
わ
れ
る
謙
抑
と
い
う
道
徳
的
感
情
が
、 （
そ
れ
と
は
似
て
非
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九

な
る
も
の
で
あ
る
悲
壮
感
と
の
） 

す
り
換
え
お
よ
び 

（
動
機
の
） 

秩
序
転
倒
に
よ
っ
て
実
践
的
主
体
の
奥
深
く
へ
と
隠
蔽
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
生
起
す
る
。
こ
れ
を
、〈
主
観
的
他
律
即
客
観
的
自
律
と
も
言
う
べ
き
仮
象
〉
と
表
現
し
て
お
き
た
い
。

興
味
深
い
の
は
、「
希
望
の
病
」、「
全
体
性
の
病
」
の
最
も
病
的
な
容
態
、「
悪
の
中
の
悪
」
に
相
当
す
る
事
態
と
し
て
、
い
わ
ば
そ

の
蓋
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
箍
が
外
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
パ
ン
ド
ラ
の
箱
が
開
き
、
箱
の
外
へ
と
諸
悪
が
飛
び
出
し
、
地
上
に
悪
が
氾
濫

し
た
「
に
も
か
か
わ
ら
ず
」 （L

3, 20, 27 ; cf. C
I, 400

）、
箱
の
底
に
は
最
後
に
「
希
望 

（

, E
lpis

）」
が
残
さ
れ
て
い
る
、
そ
う

い
う
ギ
リ
シ
ア
神
話
的
な
悪
の
起
源
説
と
同
じ
仕
方
で
、「
そ
の
倒
錯
性
の
極
致
に
達
し
た
悪
」
が
生
起
す
る
事
態
を
リ
ク
ー
ル
が
思

い
描
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、「
根
元
悪
の
告
白
と
〔
こ
の
悪
か
ら
の
意
志
の
〕
再
生
に
向
け
た
諸
々
の
手
が
か
り

の
受
任
の
交
錯
」 （L

3, 21 ; cf. L
3, 20, 32, 40

） 

― 

悪
が
白
日
の
下
に
曝
さ
れ
る
こ
と 

（
挑
戦
） 

と
悪
の
成
り
立
ち
の
一
部
を
再
生
の

手
立
て
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と 
（
応
戦
） 

と
の
絡
み
合
い
、
選
択
意
志
の
極
度
の
無
力
化
・
無
能
化
と
し
て
現
実
化
す
る
根
元
悪
の

只
中
に
こ
の
同
じ
意
志
が
再
生
す
る
手
が
か
り
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
と
気
づ
く
こ
と 

― 

と
リ
ク
ー
ル
が
定
式
化
す
る
「
希
望
の
構

造
」 （L

3, 21, 34

） 

が
、
そ
の
倒
錯
性
の
極
致
に
お
け
る
悪
の
出
来
と
同
時
に
成
立
す
る
、
そ
う
い
う
事
態
を
リ
ク
ー
ル
が
考
え
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
、
根
元
悪
が
「
真
正
の
悪
、
悪
の
中
の
悪
」
と
し
て
生
起
し
、
他
方
で
、「
希
望
の
知
解
可
能
性
」 （L

3, 40

）

が
そ
の
実
際
の
「
知
解
」 （C

I, 402, L
3, 40

） 

と
し
て
現
実
化
す
る
。
氾
濫
す
る
悪
の
只
中
で
、
最
後
に
残
さ
れ
た
希
望
と
い
う
も
の

が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
が
分
か
る
、
何
へ
の
希
望
で
あ
る
か
が
リ
ア
ル
に
分
か
る
と
い
う
仕
方
で
現
実
化
す
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
パ
ン
ド
ラ
と
い
う
名
の
女
性
が
開
け
た
箱
か
ら
地
上
に
あ
ら
ゆ
る
悪
が
飛
び
出
し
た
後
、
箱
の
底
に
唯
一
残
っ
た
希

望 

（E
lpis

） 

の
よ
う
な
境
位
・
身
分
を
も
つ
も
の
と
し
て
の
希
望
に
他
な
ら
な
い
。
絶
望
の
只
中
に
残
さ
れ
た
最
後
の
あ
り
う
べ
き
希

望
と
い
う
意
味
で
、
リ
ク
ー
ル
が
、「
自
由
を
介
し
た
希
望
の
釈
義
」
で
も
あ
る
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
に
お
い
て
最
終
的
に
描

き
出
そ
う
と
し
た
こ
の
希
望
を
、
復
活
・
甦
り
と
い
う
出
来
事
が
「
為
し
う
る
と
い
う
力
の
回
復
」 （L

3, 21 ; cf. L
3, 28

） ・「
善
へ
の

根
源
的
素
質
が
そ
の
力
を
取
り
戻
す
こ
と
」 （R

G
V, 44

） 

を
意
味
す
る
限
り
で
の
〈
復
活
・
甦
り
へ
の
希
望
そ
れ
自
体
の
復
活
・
甦
り
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へ
の
希
望
〉
と
定
式
化
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

 

（
二
）   「
成
就
と
全
体
化
の
問
題
系
」
で
あ
る
限
り
で
の
「
悪
の
問
題
系
」
特
有
の
困
難 

― 

理
性
批
判
の
「
内
／
外
」
で
問
題
と
な

る
「
希
望
」
に
つ
い
て
の
省
察
に
関
し
て

こ
の
よ
う
に
、「
根
元
悪
と
い
う
モ
チ
ー
フ
」 （L

3, 21

） 

と
の
関
係
で
「
希
望
と
い
う
モ
チ
ー
フ
」 （L

3, 21

） 

の
重
要
さ
が
明
ら
か
に

な
る
に
つ
れ
、
カ
ン
ト
の
宗
教
哲
学
を
め
ぐ
る
リ
ク
ー
ル
の
解
釈
学
的
思
索
に
お
い
て
賭
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
見
え
て
く
る
。

実
際
、
カ
ン
ト
に
お
け
る
「
宗
教
」
の
問
い
、
言
い
換
え
る
と
、
欲
求
能
力
の
影
響
か
ら
完
全
に
は
免
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
有
限
な

理
性
的
存
在
者
に
と
っ
て
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
「
希
望
」
を
め
ぐ
る
問
い
の
出
所
が
、
理
性
批
判
の
「
内
／
外
」
で
あ
る
以

上
、
リ
ク
ー
ル
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
の
カ
ン
ト
宗
教
哲
学
、
す
な
わ
ち
「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
も
ま
た
、

理
性
批
判
の
「
内
／
外
」
に
ま
た
が
っ
て
遂
行
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
で
は
、
希
望
を
主
題
と
す
る
こ
の
哲
学
的
解
釈
学
そ

の
も
の
が
分
断
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
も
リ
ク
ー
ル
自
身
、
こ
の
哲
学
的
解
釈
学
が
「
そ
の
理
論
的
意
味
に
お
い
て
も
そ
の
実
践
的
意

味
に
お
い
て
も
〔
理
性
〕
批
判
の
延
長
で
は
な
い
」 （L

3, 40

） 

と
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
た
ん
な
る
「
延
長
」
で
は
な
い

仕
方
で
、
リ
ク
ー
ル
が
カ
ン
ト
の
主
要
著
作
を
貫
く
一
つ
の
筋
と
し
て
見
て
取
っ
た
「
純
粋
理
性
の
弁
証
論
‐
実
践
理
性
の
弁
証
論
‐

宗
教
哲
学
」 （C

I, 405

） 

と
い
う
一
連
の
思
索
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
、「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
と
い
う
リ

ク
ー
ル
の
カ
ン
ト
宗
教
哲
学
理
解
に
反
映
さ
せ
る
方
法
は
あ
る
の
か
。
ひ
い
て
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
哲
学
的
解
釈
学
を
自
ら
の
内

に
含
む
リ
ク
ー
ル
自
身
の
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
に
ま
で
、
上
記
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
保
持
す
る
方
法
は
あ
る
の
か
。

我
々
の
見
る
と
こ
ろ
、「
宗
教
的
自
由
」
を
め
ぐ
る
リ
ク
ー
ル
の
解
釈
学
的
思
索
に
と
っ
て
賭
け
金
と
な
る
の
は
、
理
性
批
判
の

「
内
／
外
」
に
起
源
を
も
つ
問
い
の
中
で
話
題
と
な
る
希
望
に
つ
い
て
の
省
察
を
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
の
起
源
に
関
し
て
い
っ
た
ん
内
容

的
に
二
つ
に
分
け
た
上
で
、
両
者
を
最
終
的
に
総
合
す
る
よ
う
な
仕
方
で
遂
行
し
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
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と
、
超
越
論
哲
学
の
「
内
」
で
問
題
と
な
る
希
望
に
つ
い
て
の
省
察
を
行
う
際
の
〈
視
界
〉
に
当
た
る 

（
ゆ
え
に
こ
の
視
界
が
そ
こ
か

ら
見
ら
れ
こ
の
視
界
の
下
で
地
続
き
に
な
っ
て
い
る
〈
足
場
〉
を
も
自
ら
の
内
に
含
む
） 

と
同
時
に
、
超
越
論
哲
学
の
「
外
」
で
問
題

と
な
る
希
望
に
つ
い
て
の
省
察
を
行
う
際
の
〈
足
場
〉
に
の
み
当
た
る
思
索
A
を
、
超
越
論
哲
学
の
「
外
」
で
問
題
と
な
る
希
望
に
つ

い
て
の
省
察
を
行
う
際
の
〈
視
界
〉
に
当
た
る 

（
ゆ
え
に
こ
の
視
界
が
そ
こ
か
ら
見
ら
れ
こ
の
視
界
の
下
で
地
続
き
に
な
っ
て
い
る

〈
足
場
〉
を
も
自
ら
の
内
に
含
む
） 

思
索
B
か
ら
切
り
離
し
、
徹
頭
徹
尾
、
超
越
論
哲
学
の
枠
内
で
展
開
さ
れ
る
思
索
A
を
ま
ず
独
立

さ
せ
て
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ
の
上
で
、「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
と
い
う
名
の
も
と
、

思
索
A
と
い
う
限
定
さ
れ
た
〈
足
場
〉
か
ら
見
ら
れ
た
固
有
の
〈
視
界
〉
B’
を
も
つ
思
索
B
と
い
う
形
で
、
理
性
批
判
の
「
内
」
で
問

題
と
化
す
希
望
／
理
性
批
判
の
「
外
」
で
問
題
と
化
す
希
望
を
め
ぐ
る
二
つ
の
省
察
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

我
々
の
見
立
て
で
は
、「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
と
い
う
名
の
も
と
、
リ
ク
ー
ル
は
、
一
種
の
「
宗
教
の

批
判 

（une critique de la religion

）」 （C
I, 407

） 

を
〈
足
場
〉 （
超
越
論
哲
学
の
枠
内
で
あ
る
純
粋
実
践
理
性
の
弁
証
論
） 

と
し
つ

つ
、
そ
こ
か
ら
個
人 

（
有
限
な
理
性
的
存
在
者
） 
の
悪
、
い
わ
ば
「
宗
教
に
お
け
る
悪
〔
古
来
、
歴
史
的
宗
教
が
様
々
な
形
で
問
題
に

し
て
き
た
人
間
の
悪
行
や
こ
の
世
の
災
禍
〕」 （L

3, 40
） 
と
い
う
意
味
で
の
悪
の
問
題
系
を
経
由
し
て
、「
神
に
嘉
さ
れ
る
人
間
〔
た
ん

に
法
的
に
良
い
人
間
で
は
な
く
道
徳
的
に
善
い
人
間
〕」 （R

G
V, 47 ; cf. R

G
V, 117

） 

に
成
る
と
い
う
意
味
で
の
幸
福
へ
の 

―
た
だ
し

究
極
的
に
は
、
人
間
に
お
け
る
徳
の
努
力
が
不
完
全
で
あ
る
の
を
補
う
も
の
と
し
て
神
か
ら
授
け
ら
れ
る
高
次
の
助
力
と
し
て
の
「
恩

寵
」
お
よ
び
神
か
ら
義
〔
罪
な
し
〕
と
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
の
「
義
認
」
を
得
る
と
い
う
意
味
で
の
浄
福
へ
の 

―
「
希
望
」
の
問
題

圏
域
で
あ
る
と
同
時
に
、
集
団 

（
倫
理
的
共
同
体
な
い
し
神
の
民
と
し
て
の
教
会
組
織
） 

の
悪
、
い
わ
ば
「
宗
教
の
悪
〔
悪
行
か
ら
の

解
放
や
災
禍
か
ら
の
救
済
を
、
人
間
の
道
徳
的
改
善
に
よ
っ
て
で
は
な
く
神
の
超
自
然
的
な
援
助
を
希
う
宗
教
的
行
為
と
し
て
の
祭
祀

に
よ
っ
て
の
み
成
就
さ
せ
よ
う
と
す
る
歴
史
的
な
宗
教
教
団
が
そ
の
組
織
や
信
仰
の
あ
り
方
に
関
し
て
内
包
す
る
悪
〕」 （L

3, 40

） 

と
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い
う
意
味
で
の
「
悪
」
の
問
題
圏
域
で
も
あ
る
理
性
批
判
の
外
部
領
域
を
眺
め
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
〈
視
界
〉 （
い
ず
れ
も
超

越
論
哲
学
の
枠
外
で
あ
る
根
元
悪
論
お
よ
び
教
会
信
仰
論
） 

の
下
で
遂
行
さ
れ
る
よ
う
な
「
宗
教
の
解
釈
学 

（une herm
éneutique 

de la religion

）」 （L
3, 40

） 

を
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
い
う
形
で
「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
よ
り

次
数
を
ひ
と
つ
下
げ
る
、
そ
こ
か
ら
階
段
を
一
段
降
り
る
と
い
う
仕
方
で
、
要
す
る
に
そ
の
一
歩
手
前
に
遡
る
と
い
う
仕
方
で
、「
宗

教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
の
〈
足
場
〉
に
相
当
す
る
「
宗
教
の
批
判
」
に
単
独
で
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
理
性
批
判
の
「
外
」
だ
け
で
な
く
「
内
」
に
も
起
源
を
も
つ
宗
教
の
問
い
、「
私
は

何
を
希
望
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
？
」
と
い
う
問
い
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
カ
ン
ト
宗
教
哲
学
の
、
全
体
的
意
義
が
見
え
て
こ
な
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
解
釈
学
的
手
続
き
と
し
て
当
初
は 

（
つ
ま
り
論
文
「
希
望
に
よ
る
自
由
」
の
段
階
で
は
） 

不
十
分
で
あ
っ
た

こ
の
哲
学
的
解
釈
学
の
全
貌
が
見
え
て
こ
な
い
限
り
、
当
初
の
構
想
と
補
完
さ
れ
た
部
分
と
の
総
合
に
よ
っ
て
新
た
に
見
え
て
く
る
べ

き
も
の
も
ま
た
見
え
な
く
な
る
。
我
々
の
考
え
で
は
、「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」 （
い
わ
ば
広
義
の
「
宗
教
哲

学 

（la philosophie de la religion

）」 （L
3, 21, C

I, 405

） 

） 

が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
と
の
「
推
定
さ
れ
た
類
似
性
・
親
近
性

（affinité présum
ée

）」 （L
3, 39, 40

） 

を
念
頭
に
置
い
て
の
み
「
宗
教
の
解
釈
学
」
の
全
体
像
が
描
き
出
さ
れ
る
よ
う
な
、
別
の
全
体

性
を
も
つ
「
宗
教
の
批
判
」 （
い
わ
ば
狭
義
の
「
宗
教
哲
学
」） 
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
我
々
が
こ
こ
で
問
題
に
し
て

い
る
の
は
、
一
方
で
、
完
全
に
超
越
論
哲
学
の
枠
内
で
遂
行
さ
れ
る
「
宗
教
の
批
判
」
で
あ
り
、
他
方
で
、
こ
れ
を
〈
足
場
〉
と
し
て

超
越
論
哲
学
の
枠
外
を
〈
視
野
〉
に
収
め
な
が
ら
遂
行
さ
れ
る
「
宗
教
の
解
釈
学
」、
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
の
「
宗
教
の
〔
あ
る
い

は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
カ
ン
ト
自
身
、
自
ら
の
哲
学
的
宗
教
論 

（
と
く
に
根
元
悪
論
以
降
の
教
会
信
仰

論
の
部
分
） 

を
練
り
上
げ
る
際
、
そ
れ
に
固
有
の
思
考
法
と
し
て
、「〔
理
念
や
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
関
わ
る
〕
無
歴
史
的
な
超
越
論
的
な

も
の
と
〔
そ
の
外
部
に
当
た
る
事
実
や
経
験
に
関
す
る
〕
歴
史
的
な
宗
教
的
な
も
の
」 （L

3, 19 ; cf. L
3, 35 -36

） 

と
の
間
の
「
推
定
さ
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れ
た
類
似
性
・
親
近
性
」
が
そ
の
「
始
原
〔
作
業
原
理
〕」 （L

3, 39

） 

と
な
る
よ
う
な
、「
類
推
・
類
比
の
作
業
」 （L

3, 31 ; cf. L
3, 30, 

39, C
I, 415 T

E
, 188, 194, 212

） 

を
採
用
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
こ
の
思
考
法
を
「 

（
説
明
の
た
め
の
） 

類
推
・
類
比
の

図
式
論
」 （R

G
V, 65 ; cf. L

3, 30 -32, 35, 38, C
I, 415

） 

と
呼
ん
で
い
る（

12
）

。

要
す
る
に
、
そ
れ
と
の
「
推
定
さ
れ
た
類
似
性
・
親
近
性
」
に
基
づ
い
て
の
み
、
そ
し
て
そ
れ
を
〈
足
場
〉
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

の
み
「
宗
教
の
解
釈
学
」
が
遂
行
さ
れ
う
る
よ
う
な
「
宗
教
の
批
判
」
を
遂
行
で
き
る
か
否
か
に
、
リ
ク
ー
ル
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
の

カ
ン
ト
宗
教
哲
学
、
す
な
わ
ち
「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
の
遂
行
可
能
性
が
賭
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

結
果
的
に
、
こ
の
哲
学
的
解
釈
学
を
遂
行
す
る
こ
と
が
可
能
か
不
可
能
か
は
、「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
を

自
ら
の
内
に
含
む
限
り
で
の
「
宗
教
的
自
由
〔
希
望
に
よ
る
自
由
〕
の
解
釈
学
」
を
リ
ク
ー
ル
自
身
が
遂
行
す
る
上
で
の
賭
け
金
と
な

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
準

備
作
業
と
し
て
、
こ
の
哲
学
的
解
釈
学
の
〈
足
場
〉
と
な
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
仮
象
の
論
理
学
」 （K

rV, A
61/B

86

） 

を
足
場 

（
超
越

論
哲
学
の
枠
内
で
あ
る
純
粋
理
論
理
性
の
弁
証
論
） 

と
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
最
上
善
の
完
成
と
い
う
実
践
的
課
題
に
関
す
る
錯
覚
と
し

て
の
「
錯
覚
」
の
問
題
系
を
経
由
し
て
、
自
ら
の
道
徳
性
に
釣
り
合
っ
た
幸
福
へ
の 

― 

た
だ
し
究
極
的
に
は
、
自
ら
の
神
聖
性
に
も

た
ら
さ
れ
る
べ
き
至
上
の
幸
福
と
し
て
の
浄
福
へ
の 
―
「
希
望
」
の
問
題
圏
域
で
あ
る
と
同
時
に
最
高
善
の
成
就
と
い
う
実
践
的
課

題
に
関
す
る
錯
覚
と
し
て
の
「
錯
覚
」
の
問
題
圏
域
で
も
あ
る
理
性
批
判
の
限
界
領
域
を
眺
め
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
〈
視

界
〉 （
い
ず
れ
も
超
越
論
哲
学
の
枠
内
で
あ
る
純
粋
実
践
理
性
の
分
析
論
お
よ
び
弁
証
論
） 

の
下
で
遂
行
さ
れ
る
よ
う
な
「
宗
教
の
批

判
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
本
稿
の
課
題
は
、「
宗
教
の
解
釈
学
」
が
〈
足
場
〉
と
す
る
限
り
で
の
「
宗
教
の
批

判
」
の
成
り
立
ち
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
宗
教
の
解
釈
学
」
の
全
体
像
を
示
す
こ
と
、
言
い
換
え
る
と
、「
宗
教
的
自
由
〔
希

望
に
よ
る
自
由
〕
の
解
釈
学
」 （
リ
ク
ー
ル
） 

の
一
部
を
為
す
限
り
で
の
「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」 （
カ
ン

ト
） 

の
全
貌
を
示
す
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
宗
教
の
批
判
」
に
単
独
で
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
そ
の
全
体
像
を
示
す
と
い
う
作
業
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は
、
ま
た
別
の
機
会
に
委
ね
た
い
。
た
だ
し
、「
宗
教
の
批
判
」
と
、
こ
れ
を
〈
足
場
〉
と
す
る
「
宗
教
の
解
釈
学
」
と
の 

― 

そ
う

い
う
も
の
と
し
て
の
「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
と
の 

― 

近
さ
と
遠
さ
、
連
続
性
と
非
連
続
性
を
考
え
る
手

が
か
り
と
し
て
、
次
の
こ
と
だ
け
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
手
が
か
り
と
は
、
リ
ク
ー
ル
が
簡
潔
に
触
れ
る
に
留
め
た
「
歴
史
上

の
キ
リ
ス
ト
教
団
と
真
の
宗
教
の
真
の
奉
仕 

（culte

） 

と
の
間
の
〔
…
…
〕〔
哲
学
的
宗
教
論
内
部
で
の
異
な
る
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
の

関
係
性
で
は
な
く
、
哲
学
的
宗
教
論
と
理
性
批
判
と
い
う
異
な
る
二
つ
の
言
説
そ
の
も
の
の
関
係
性
を
主
題
化
で
き
る
よ
う
よ
り
一
般

化
し
て
言
え
ば
、
歴
史
的
な
宗
教
的
な
も
の
と
無
歴
史
的
な
超
越
論
的
な
も
の
と
の
間
の
〕
推
定
さ
れ
た
類
似
性
・
親
近
性
」 （L

3, 

39

） 

で
あ
る
。
こ
の
確
認
作
業
は
、
リ
ク
ー
ル
自
身
に
よ
る
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
に
一
貫
性
と
纏
ま
り
を
与
え
る
統
一
的
表
象

を
見
出
す
上
で
も
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
リ
ク
ー
ル
は
、
カ
ン
ト
的
理
性
批
判
の
「
内
／
外
」
に
起
源
を
持
つ
限
り
で
の
「
希
望
」
に
つ
い
て
、
錯

覚
と
希
望
の
問
題
圏
域
が
同
一
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
悪
と
希
望
と
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
そ

の
上
で
、
理
性
批
判
の
「
内
」
な
る
希
望
が
問
題
と
な
る
「
宗
教
の
批
判
」 （
狭
義
の
宗
教
哲
学
） 

に
お
い
て
は
、
希
望
を
蝶
番
と
し

て
、
問
題
と
し
て
の
錯
覚 

（
徳
福
の
総
合
の
仕
方
に
「
欠
落
・
欠
陥
」
や
「
偽
造
・
改
竄
」 （C

I, 414 ; cf. L
3, 40

） 

の
形
跡
が
認
め
ら

れ
る
毀
損
さ
れ
た
最
高
善
、
こ
の
場
合
は
「
根
源
的
最
高
善
」
と
し
て
の
「
神
の
現
存
」
に
関
わ
る
錯
覚
） 

へ
と
問
題
と
し
て
の

悪 

（
そ
の
隠
蔽
性
の
極
致
に
お
け
る
悪
と
い
う
意
味
で
の
「
悪
の
中
の
悪
」） 

が
接
ぎ
木
さ
れ
る
場
面
を
想
定
し
て
い
る
。
こ
の
場
面

は
、
実
践
理
性
の
弁
証
論
に
固
有
の
問
題
圏
域
、
す
な
わ
ち
最
高
善
と
い
う
解
決
不
能
な
問
題
が
そ
こ
で
生
起
す
る
と
同
時
に
宗
教
の

問
い
が
そ
こ
で
立
ち
上
が
る
「
矛
盾
葛
藤
の
領
野
」
で
演
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
領
野
と
し
て
具
体
的
に
問
題
に
な
る

の
は
、「
政
治
と
宗
教
の
圏
域
」 （C

I, 414

） 

の
内
、「
教
会
」 （C

I, 414, L
3, 39

） 

で
は
な
く
「
国
家
」 （C

I, 414

） 

の
方
で
あ
る
。
逆

に
、
理
性
批
判
の
「
外
」
な
る
希
望
が
問
題
と
な
る
「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」 （
広
義
の
宗
教
哲
学
）  

―

「
宗
教
の
批
判
」
を
〈
足
場
〉
と
す
る
「
宗
教
の
解
釈
学
」

― 

に
お
い
て
は
、
希
望
を
蝶
番
と
し
て
、
問
題
と
し
て
の
悪 

（
そ
の
倒
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錯
性
の
極
致
に
お
け
る
悪
と
い
う
意
味
で
の
「
悪
の
中
の
悪
」） 

へ
と
問
題
と
し
て
の
錯
覚 

（
徳
福
の
総
合
の
仕
方
に
「
欠
落
・
欠
陥
」

や
「
偽
造
・
改
竄
」 （C

I, 414 ; cf. L
3, 40

） 

の
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
毀
損
さ
れ
た
最
高
善
、
こ
の
場
合
は
「
派
生
的
最
高
善
」
と
し
て

の
「
神
の
国
」
に
関
わ
る
錯
覚
） 

が
接
ぎ
木
さ
れ
る
場
面
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
、
根
元
悪
論
以
降
の
教
会
信
仰
論

に
固
有
の
問
題
圏
域
、
す
な
わ
ち
最
高
善
と
い
う
解
決
不
能
な
問
題
が
再
び
そ
こ
で
浮
上
す
る
と
同
時
に
宗
教
の
問
い
が
そ
こ
で
完
遂

す
る
「
矛
盾
葛
藤
の
領
野
」
で
演
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
領
野
と
し
て
具
体
的
に
問
題
に
な
る
の
は
、「
政
治
と
宗
教

の
圏
域
」 （C

I, 414
） 
の
内
、「
国
家
」
で
は
な
く
「
教
会
」
の
方
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。
純
粋
理
論
理
性
の
弁
証
論
で
、
超
越
論
的
錯
覚
の
温
床
と
し
て
「
認
識
」

の
対
象
と
し
て
は
い
っ
た
ん
廃
棄
さ
れ
た
「
魂
の
不
死
」、「
自
由
」、「
神
の
現
存
」
が
、
純
粋
実
践
理
性
の
弁
証
論
で
は
、
最
高
善
と

い
う
実
践
的
概
念
の
規
定
に
お
け
る
「
理
性
的
信
」 （K

pV, 144

） 

の
対
象
と
し
て
、
言
い
換
え
る
と
、
徳
福
の
一
致
と
い
う
カ
ン
ト
が

考
え
る
と
こ
ろ
の
道
徳
の
究
極
目
標
の
達
成
に
不
可
欠
な
要
件
と
し
て
再
び
呼
び
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
よ
う
に
、

純
粋
実
践
理
性
の
弁
証
論
で
、
超
越
論
的
錯
覚
の
温
床
と
し
て
「
希
望
」
の
対
象
に
留
め
置
か
れ
て
い
た
「
最
高
善
」

― 

正
確
に

は
、
根
源
的
最
高
善 

（
世
界
創
始
者
） 

と
し
て
の
「
神
の
現
存
」
に
対
す
る
、
派
生
的
最
高
善 

（
最
善
の
世
界
） 

と
し
て
の
「
神
の
国
」

― 

が
、
哲
学
的
宗
教
論
の
教
会
信
仰
論
で
は
、「
神
の
民
の
一
員
に
成
る
」 （R

G
V, 96

） 

と
い
う
意
味
で
の
「
神
に
嘉
さ
れ
る
人

間
」 （
道
徳
的
に
善
い
人
間
） 

に
成
る
こ
と
と
い
う
カ
ン
ト
が
考
え
る
と
こ
ろ
の
宗
教
の
終
極
目
的
の
成
就
に
不
可
欠
な
要
件
と
し
て
、

「
神
の
〔
道
徳
的
な
〕
民
と
い
う
理
念
」 （R

G
V, 100 ; cf. R

G
V, 98

） 
） 

と
し
て
再
び
呼
び
出
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ト
に
よ
る
と
、
上
記

の
意
味
で
の
最
高
善
概
念
は
、「
最
高
の
人
倫
的
善
」 （R

G
V, 97

） 

と
表
現
さ
れ
る
宗
教
の
終
極
目
的
自
身
が
出
す
要
求
、〈
同
一
の
目

的
に
向
け
た
一
個
の
全
体
へ
の
、
個
々
の
人
格
の
「
統
合
」 （R

G
V, 97, 101 ; cf. R

G
V, 131

） 

〉
と
い
う
要
求
を
受
け
て
、
後
者
の
最

高
善
概
念
の
も
と
へ
呼
び
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
、「
無
歴
史
的
・
超
越
論
的
」 （L

3, 19

） 

な
性
格
を
も
つ
「〔
神
の

道
徳
的
立
法
下
で
の
〕
倫
理
的
公
共
体
と
い
う
理
念
」 （L

3, 39 ; cf. R
G

V, 100 -101
） 
で
あ
り
な
が
ら
、
西
欧
の
「
歴
史
的
・
文
化
的
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産
物
」 （L

3, 38

） 

で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
団
が 

― 

あ
る
い
は
む
し
ろ
、
カ
ン
ト
の
生
き
た
「
近
代
」 （L

3, 39 ; cf. R
G

V, 131

） 

と
い
う

時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
教
会
が
歴
史
的
な
啓
示
信
仰
か
ら
純
粋
な
宗
教
信
仰
へ
の
「
漸
次
的
移
行
」 （R

G
V, 115 ; cf. R

G
V, 122, 153

） 

の

原
理
を
最
も
よ
く
地
上
に
公
に
根
づ
か
せ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
言
い
換
え
る
と
近
代
の
キ
リ
ス
ト
教
教
会
に
お
い
て
最
も
よ
く

「
真
の 

（
可
視
的
な
） 

教
会
」 （R

G
V, 101 ; cf. R

G
V, 115, L

3, 38

） 

の
徴
表
が
認
め
ら
れ
る
、
聖
書
で
語
ら
れ
る
よ
う
な
「
神
の
国
の

接
近
」 （R

G
V, 115 ; cf. R

G
V, 131

） 

の
徴
候
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
可
視
的
教
会
を
通
し
て
見
て
取
ら
れ
た

「
真
の
教
会
と
い
う
形
象
」 （L

3, 38

） 

が 

― 

そ
の
「
図
式
」
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
な
不
可
視
の
理
念
と
し
て
、
呼
び
出
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
な
お
、「
最
高
の
人
倫
的
善 

（das höchste sittliche G
ut

）」 （R
G

V, 97

） 

と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
カ
ン
ト
は
そ
の
実

践
哲
学
で
課
題
と
な
る
個
々
人
の
究
極
目
標
と
し
て
の
「
最
高
善 

（das höchste G
ut

） 〔
有
限
な
理
性
的
存
在
者
が
そ
の
完
成
に
向
け

て
各
自
で
邁
進
し
続
け
る
徳 

（
道
徳
性
） 

と
こ
れ
に
釣
り
合
っ
た
幸
福
の
必
然
的
連
結
と
い
う
意
味
で
の
徳
福
一
致
〕」 （K

pV, 110

）

と
、
そ
の
宗
教
哲
学
で
課
題
と
な
る
「
共
同
体
的
な
〔
終
極
〕
目
的
」 （R

G
V, 97

）、「
共
同
体
的
な
善
」 （R

G
V, 97

） 

と
し
て
の
「
最

高
善
〔
神
に
嘉
さ
れ
る
人
間
に
成
る 

（
そ
れ
に
よ
っ
て
浄
福
に
も
成
れ
る
） 

と
い
う
意
味
で
の
神
の
民
の
一
員
と
成
る
こ
と
〕」 （R

G
V, 

5

） 

と
を
区
別
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

リ
ク
ー
ル
が
、
福
音
書
で
述
べ
ら
れ
る
「
神
の
国
」 （C

I, 412, L
3, 40

） 

の
哲
学
的
近
似
値
を
「
最
高
善
〔
と
い
う
実
践
的
概
念
に

お
け
る
徳
福
〕
の
超
越
論
的
総
合
」 （C

I, 412

） 

と
み
な
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
カ
ン
ト
自
身
、「
神
の
国
」 （K

pV, 128, 137, R
G

V, 

101, 115, 151

） 

を
、
そ
こ
に
お
い
て
意
志
の
規
定
根
拠
お
よ
び
究
極
目
標
が
自
然
界
の
原
理
お
よ
び
目
的
と
一
致
す
る
よ
う
な
、
す

な
わ
ち
そ
こ
に
お
い
て
道
徳
性
と
幸
福
と
の
連
関
が
必
然
的
で
あ
る
よ
う
な
「
最
善
の
世
界
」
と
し
て
の
「
派
生
的
最
高
善
」 （K

pV, 

125, 128 ; cf. R
G

V, 5, 97, 139, 182

） 

と
同
一
視
し
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
カ
ン
ト
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
理
想
的
な
「
最
善
の
世
界
」

と
し
て
の
神
の
国
、
言
い
換
え
る
と
「
神
の
〔
道
徳
的
な
〕
民
と
い
う
理
念
」
な
い
し
「〔
神
の
道
徳
的
立
法
下
で
の
〕
倫
理
的
公
共

体
と
い
う
理
念
」
を
透
か
し
見
さ
せ
る
の
が
、
近
代
と
い
う
時
代
の 

（
カ
ン
ト
に
と
っ
て
は
「
現
代
の
」） 

キ
リ
ス
ト
教
教
会
で
あ
る
こ
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と
。
正
確
に
は
「
教
会
と
い
う
感
性
的
形
式
で
表
彰
さ
れ
た
」 （R

G
V, 152

） 

を
通
し
て
不
可
視
の
理
念
で
あ
る
神
の
国
を
透
か
し
見
さ

せ
る
よ
う
な
仕
方
で
、
真
の
宗
教
信
仰
の
萌
芽
が
そ
こ
に
植
え
付
け
ら
れ
た
こ
の
歴
史
的
に
実
在
す
る
教
会
に
お
い
て
「〔
神
に
嘉
さ

れ
る
人
間
に
成
る 

（
そ
れ
に
よ
っ
て
浄
福
に
も
成
る
） 

と
い
う
意
味
で
の
、
神
の
民
の
一
員
に
成
る
と
い
う
共
同
体
的
な
目
的
に
向
け

て
〕
す
べ
て
の
人
間
を
永
久
に
統
合
す
る
よ
う
な
教
会
」 （R

G
V, 131 ; cf. L

3, 38 -39, R
G

V, 100 -102

） 

が
立
ち
現
れ
て
お
り
、
後
者

の
教
会
が
、
本
来
は
「
不
可
視
な
神
の
国
の
、
地
上
で
の
可
視
的
表
象 

（
図
式
）」 （R

G
V, 132

） 

と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
。
以
上

の
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
に
お
い
て
問
題
と
な
る
「
最
高
善
」
と
い
う
無
歴
史
的
理
想
と
、
カ
ン
ト
の
宗
教
哲

学
に
お
い
て
問
題
と
な
る
「
教
会
」
と
い
う
歴
史
的
実
在
と
が
、「
世
界
に
お
け
る
最
高
善
の
実
現
」 （K

pV, 122 ; cf. R
G

V, 5

） 

と
い

う
理
念
を
出
発
点
と
し
て
、
こ
の
理
念
が
お
そ
ら
く
は
〈
地
上
へ
の
神
の
国
の
到
来
〉
と
い
う
聖
書
的
表
象
と
の
接
近
に
お
い
て
受
け

た
「
衝
撃
」
を
反
映
し
て
そ
れ
へ
と
鋳
直
さ
れ
た
「
地
上
で
の
神
の
国
の
建
設
」 （R

G
V, 93, 95

） 

と
い
う
理
念
、
さ
ら
に
は
そ
の
「
反

動
・
揺
り
返
し
」
の
下
で
見
出
さ
れ
た
「
神
の
〔
道
徳
的
な
〕
民
と
い
う
理
念
」 （R

G
V, 100

） 

お
よ
び
「〔
不
可
視
的
教
会
と
言
わ
れ

る
〕
神
の
道
徳
的
立
法
下
で
の
倫
理
的
公
共
体
」 （R

G
V, 101 ; cf. R

G
V, 98

） 

と
い
う
理
念
を
経
由
し
て
、
最
終
的
に
両
者
が
、「〔
地

上
へ
の
〕
神
の
国
の
接
近
」 （R
G

V, 115 ; cf. R
G

V, 101

） 

を
意
味
す
る
「
真
の 

（
可
視
的
な
） 

教
会
」
と
い
う
図
式
に
お
い
て
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

要
す
る
に
カ
ン
ト
の
考
え
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
持
つ
者
が
そ
の
地
上
へ
の
到
来
を
ひ
た
す
ら
願
う
と
こ
ろ
の
「
神
の
国
」

（R
G

V, 101

） 

は
、
純
粋
理
性
信
仰
を
持
つ
者
に
と
っ
て
は
そ
の
地
上
で
の
建
設
を
「
目
指
す
べ
き
も
の 

（visée

）」 （L
3, 36, 40 ; cf. 

C
I, 406, 407

） 

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、〈
地
上
へ
の
神
の
国
の
到
来
〉
と
い
う
観
念
が
新
約
聖
書
の
福
音
書
か
ら
カ
ン
ト
の
批
判
書
へ

と
も
た
ら
さ
れ
た
触
媒
で
あ
り
「
世
界
に
お
け
る
最
高
善
の
実
現
」
と
い
う
理
念
を
「
地
上
で
の
神
の
国
の
建
設
」
と
い
う
理
念
へ
、

さ
ら
に
は
神
の
民
お
よ
び
倫
理
的
公
共
体
と
い
う
理
念
へ
と
改
変
す
る
限
り
に
お
い
て
、
純
粋
理
性
の
要
求
す
る
全
体
性
・
完
備
性
を

体
現
す
る
二
つ
の
事
柄
、
す
な
わ
ち
理
性
批
判
に
お
け
る
個
々
の
人
間
の
理
念
的
な
実
践
的
課
題
と
し
て
の
「
最
高
善
」
と
、
哲
学
的
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宗
教
論
に
お
け
る
善
き
心
術
を
抱
く
人
間
た
ち
の
理
想
的
な
協
働
的
課
題
と
し
て
の
「
最
高
の
人
倫
的
善
」
と
の
、
接
点 

（
カ
ン
ト
批

判
哲
学
と
カ
ン
ト
宗
教
哲
学
の
繋
ぎ
目
） 

に
な
っ
て
い
る
。
他
方
で
そ
れ
は
、「
地
上
で
の
神
の
国
の
建
設
」
と
い
う
理
念
と
一
面
で

同
種
的
な
「
地
上
へ
の
神
の
国
の
接
近
」
と
い
う
表
象
が
カ
ン
ト
の
批
判
書
か
ら
そ
の
宗
教
論
へ
と
送
り
込
ま
れ
た
図
式
で
あ
り
「
真

の 

（
可
視
的
な
） 

教
会
」
と
い
う
媒
介
的
表
象
と
し
て
機
能
す
る
限
り
に
お
い
て
、
最
高
の
人
倫
的
善
と
い
う
共
同
体
的
な
目
的
の
下

に
集
う
す
べ
て
の
公
正
な
者
た
ち
の
〔
互
い
の
不
十
分
な
力
を
補
い
合
う
と
い
う
意
味
で
〕
理
想
的
な
統
合
と
し
て
の
「
不
可
視
的
教

会
」 （R

G
V, 101

） 
と
、
こ
の
理
想
に
合
致
す
る
よ
う
な
一
個
の
全
体
へ
の
善
き
心
術
を
抱
く
者
た
ち
の
現
実
的
な
統
合
と
し
て
の
「
可

視
的
教
会
」 （R

G
V, 101

） 
と
の
、
接
点 

（
カ
ン
ト
宗
教
哲
学
に
お
け
る
概
念
と
直
観
の
繋
ぎ
目
） 

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
章
で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
モ
ル
ト
マ
ン
に
代
表
さ
れ
る
「
宣
教
者
と
神
学
者
の
言
説
」
に
お
い
て
も
、
聖
書
に
起
源
を
も
つ
「
神
の
国
」
と

い
う
観
念
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
リ
ク
ー
ル
が
そ
の
側
に
与
す
る
「
哲
学
者
の
言

説
」
内
部
で
特
異
な
位
置
取
り
や
役
割
を
担
う
「
神
の
国
」
と
い
う
聖
書
的
表
象 

（
最
高
善
を
主
題
と
す
る
実
践
理
性
の
弁
証
論
お
よ

び
教
会
信
仰
論
に
関
わ
る
） 

は
、「
救
い
主
」
と
い
う
聖
書
的
表
象 

（
最
上
善
を
主
題
と
す
る
実
践
理
性
の
分
析
論
お
よ
び
根
元
悪
論
に

関
わ
る
） 

と
同
様
、
リ
ク
ー
ル
自
身
に
よ
る
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
の
導
き
の
糸
と
な
る
統
一
的
表
象
と
し
て
、
常
に
注
視
す
べ

き
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

結
び
に
代
え
て 

― 

今
後
の
見
通
し
と
共
に

本
稿
で
は
、
リ
ク
ー
ル
が
約
四
半
世
紀
の
時
を
超
え
て
、
論
文
「
希
望
に
よ
る
自
由
」 （
一
九
六
九
年
）、
お
よ
び
そ
の
続
編
に
当
た

る
論
文
「
宗
教
の
哲
学
的
解
釈
学 

― 

カ
ン
ト
」 （
一
九
九
二
年
） 

を
通
し
て
提
示
し
た
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
の
成
り
立
ち
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
具
体
的
に
は
、
リ
ク
ー
ル
が
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
と
哲
学
的
宗
教
論
、
さ
ら
に
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
る
復

活
・
甦
り
の
解
釈
学
を
主
な
触
媒
と
し
て
構
想
し
た
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
の
概
要
を
、
こ
の
解
釈
学
に
固
有
の
「
方
法
」
と
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「
問
題
系
」
と
い
う
観
点
か
ら
示
し
た
。
実
を
言
え
ば
、
以
上
の
考
察
は
、
論
者
が
段
階
を
追
っ
て
さ
ら
に
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い

る
研
究
の
第
一
段
階
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
を
閉
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
今
回
論
じ
た
内
容
を
あ
ら
た
め
て
整
理
し
た
上
で
、
さ
ら

に
続
く
べ
き
段
階
に
つ
い
て
の
現
段
階
で
の
見
通
し
を
簡
潔
に
記
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
稿
の
問
題
提
起
と
考
察

を
通
し
て
開
か
れ
る
べ
き
問
い
の
地
平
が
、
い
く
ら
か
な
り
と
も
予
示
さ
れ
る
こ
と
を
期
す
る
か
ら
で
あ
る
。

「
宗
教
的
自
由
の
概
念
」
を
め
ぐ
る
リ
ク
ー
ル
の
解
釈
学
的
思
索
の
方
法
は
、「
哲
学
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
本
質
は
、
或
る
異
質
な
二
つ
の
言
説
を
「
近
づ
け
」

― 

あ
る
い
は
む
し
ろ
「〔
一
方
の
言
説
の
側
か
ら
他

方
の
言
説
〕
へ
と
近
づ
き
」

― 

こ
の
接
近
お
よ
び
隣
接
に
よ
っ
て
一
方
の
言
説
が
他
方
の
言
説
か
ら
受
け
た
「
衝
撃
」
を
聴
き
取
る

こ
と
、
ま
た
、
そ
こ
か
ら
の
「
反
動
・
揺
り
返
し
」
に
よ
っ
て
一
方
の
言
説
内
部
で
生
じ
た
「
意
味
上
の
効
果
」
や
「
意
味
の
再
編

成
」
の
動
き
を
見
て
取
り
、
他
方
の
言
説
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
モ
チ
ー
フ
A
の
、
一
方
の
言
説
に
お
け
る
等
価
物
A’
、
つ
ま
り
「
近

似
値
」
を
探
し
出
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
リ
ク
ー
ル
の
場
合
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
し
て
最
終
的
に
探
し
当
て
る
べ
き
は
「
宣
教
者
と

神
学
者
の
言
説
」
に
登
場
す
る
重
要
な
モ
チ
ー
フ
A
の
、「
哲
学
者
の
言
説
」
に
お
け
る
等
価
物
A’
、
す
な
わ
ち
「
哲
学
的
近
似
値
」

で
あ
る
。
リ
ク
ー
ル
は
「
純
粋
理
性
の
弁
証
論
‐
実
践
理
性
の
弁
証
論
‐
宗
教
哲
学
」
と
い
う
カ
ン
ト
の
一
連
の
思
索
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
に
視
線
を
投
じ
つ
つ
、『
純
粋
理
性
批
判
』・『
実
践
理
性
批
判
』
を
経
て
『
た
ん
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
』
と
い
う
著
作
の
形

で
結
実
し
た
カ
ン
ト
の
哲
学
的
宗
教
論
を
「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
と
し
て
理
解
す
る
。
こ
の
哲
学
的
解
釈

学
と
い
う
「
哲
学
者
の
言
説
」
内
部
に
自
ら
身
を
置
き
、
リ
ク
ー
ル
は
そ
こ
か
ら
、『
希
望
の
神
学
』
の
モ
ル
ト
マ
ン
が
提
示
し
た

「
復
活
・
甦
り
の
解
釈
学
と
い
う
言
説
」
へ
と
接
近
す
る
。
こ
の
意
味
で
の
「
宣
教
者
と
神
学
者
の
言
説
」
に
登
場
す
る
重
要
な
モ

チ
ー
フ
A
と
は
、「
復
活
・
甦
り
の
宣
教
」
と
「
復
活
・
甦
り
へ
の
希
望
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
哲
学
的
近
似
値
A’
を
、
自
ら
そ
の
内

に
身
を
置
く
カ
ン
ト
的
「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
の
中
に
探
し
求
め
る
こ
と
が
、「
希
望
に
よ
る
自
由
」
と

自
ら
規
定
す
る
「
宗
教
的
自
由
の
概
念
」
を
め
ぐ
る
リ
ク
ー
ル
の
解
釈
学
的
探
究
の
方
法
で
あ
っ
た
。
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「
宗
教
的
自
由
の
概
念
」
を
め
ぐ
る
リ
ク
ー
ル
の
解
釈
学
的
思
索
の
問
題
系
と
は
、「
悪
の
問
題
系
」、
正
確
に
は
「
成
就
と
全
体
化

の
問
題
系
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
問
題
系 

（
主
題
、
問
い
か
け
、
問
題
、
賭
け
金
、
主
導
理
念
、
プ
ラ
ン
の
提
示
か
ら
成

る
） 
と
は
一
般
に
、
哲
学
的
思
索
を
始
動
さ
せ
る
原
動
機 

（
モ
ー
タ
ー
） 

の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
前
述

の
リ
ク
ー
ル
の
二
論
文
お
よ
び
そ
こ
で
言
及
さ
れ
る
諸
々
の
文
献
を
参
照
し
て
、
リ
ク
ー
ル
が
必
ず
し
も
明
示
し
て
い
る
訳
で
は
な
い

「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
に
固
有
の
問
題
系
を
練
り
上
げ
た
。
リ
ク
ー
ル
の
言
う
「
成
就
と
全
体
化
の
問
題
系
」
で
文
字
通
り
問
題

と
化
す
の
は
、
実
践
理
性
の
分
析
論
で
義
務
の
概
念
と
の
関
係
で
主
題
化
さ
れ
る
「
そ
の
最
初
の
規
定
〔
純
粋
実
践
理
性
に
よ
る
選
択

意
志
の
規
定
〕
に
お
け
る
自
由
」
で
は
な
く
、
実
践
理
性
の
弁
証
論
で
最
高
善
の
概
念
と
の
関
係
で
主
題
化
さ
れ
る
「
そ
の
全
体
化

〔
純
粋
意
志
の
目
標
お
よ
び
純
粋
意
志
と
い
う
境
地
の
全
体
化
〕
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
自
由
」
で
あ
り
、
後
者
の
自
由
の
転
倒
・
倒

錯
が
、「
全
体
性
の
病
」
と
表
現
さ
れ
る
。
全
体
性
の
病
と
は
、
批
判
哲
学
の
弁
証
論
／
宗
教
哲
学
の
教
会
信
仰
論
で
共
通
し
て
指
摘

さ
れ
る
人
間
理
性
の
「
自
然
的
性
癖
」

― 
自
ら
の
限
界
を
踏
み
越
え
て
道
を
踏
み
外
す
と
い
う
性
癖 

― 

に
由
来
す
る
「
完
備
性
」

へ
の
強
い
志
向
の
只
中
で
、
有
限
な
理
性
的
存
在
者
の
実
践
的
自
由
が
罹
患
す
る
「
病
」
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
「
希
望
の
病
」
と
も

表
現
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
そ
れ
は
、
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
の
「
内
／
外
」、
す
な
わ
ち
第
二
批
判
の
弁
証
論
／
根
元
悪
論
を
経

て
教
会
信
仰
論
で
生
ま
れ
た
カ
ン
ト
に
お
け
る
宗
教
の
問
い
、「
私
は
何
を
希
望
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
？
」
と
い
う
問
い
に
起
源

を
も
つ
限
り
で
の
希
望
、
意
欲
の
一
形
態
で
あ
る
希
望
と
い
う
は
た
ら
き
が
罹
患
す
る
「
病
」
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
種
の
隷
属

状
態
に
置
か
れ
た
人
間
の
選
択
意
志
を
解
放
す
る
こ
と
。
そ
の
囚
わ
れ
の
自
由
に
「
為
し
う
る
自
由
」
を
、
も
っ
と
言
え
ば
「
善
意
志

た
り
う
る
自
由
」
で
あ
る
限
り
で
の
「
自
由
と
い
う
身
分
・
境
位
」
を
取
り
戻
さ
せ
る
こ
と
。
本
稿
で
は
そ
れ
が
、
リ
ク
ー
ル
に
よ
る

「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
そ
う
し
て
そ
の
「
現
事
実
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
」
を
取
り
戻
し
た

自
由
、
し
か
も
そ
の
回
復
が
、
病
ん
だ
希
望
の
復
調
・
快
癒
の
宣
言
と
同
時
的
で
あ
る
よ
う
な
自
由
こ
そ
、
リ
ク
ー
ル
が
そ
の
哲
学
的

等
価
物
を
探
し
求
め
る
「
宗
教
的
自
由
」、「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
の
主
題
と
な
る
「
希
望
に
よ
る
自
由
」
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
リ
ク
ー
ル
が
同
じ
く
そ
の
哲
学
的
等
価
物
を
探
し
求
め
る
「
復
活
・
甦
り
の
宣
教
」
と
い
う
聖
書
的
モ
チ
ー
フ

が
、
リ
ク
ー
ル
的
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
に
固
有
の
問
題
系
で
あ
る
「
成
就
と
全
体
化
の
問
題
系
」
に
照
ら
す
と
、〈
病
ん
だ
希

望
自
身
に
よ
る
自
ら
の
快
癒
・
復
調
の
宣
言
で
あ
り
、
死
せ
る
自
由
の
復
活
・
甦
り
と
表
裏
を
な
す
も
の
〉
と
い
う
独
自
の
意
味
規
定

を
受
け
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
キ
リ
ス
ト
教
的
宣
教
は
、「
宗
教
的
自
由
の
概
念
」
を
め
ぐ
る
リ
ク
ー
ル
の
解
釈
学
的

探
究
に
お
い
て
「
希
望
の
〔
ま
た
は
自
由
の
〕
宣
教
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
本
研
究
「
希
望
の
哲
学
的
解
釈
学
に
よ
る
自
由
の
解
釈
学
的
哲
学 

― 

リ
ク
ー
ル
の
カ
ン
ト
宗
教
哲
学
理
解
と
そ
の
活
用

の
仕
方
を
め
ぐ
っ
て
」
の
問
題
提
起
、
お
よ
び
そ
れ
を
受
け
て
の
第
一
段
階
の
考
察
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
筆

者
は
さ
ら
に
第
二
段
階
と
第
三
段
階
の
考
察
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
最
後
に
そ
の
内
容
を
予
告
す
る
形
で
、

本
稿
が
着
手
し
た
課
題
の
全
体
像
を
描
い
て
お
き
た
い
。

本
稿
の
考
察
に
続
く
第
二
段
階
で
は
、
リ
ク
ー
ル
の
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」
構
想
に
お
け
る
カ
ン
ト
的
「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は

希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
の
位
置
と
役
割
、
言
い
換
え
る
と
、
宗
教
的
自
由
を
め
ぐ
る
リ
ク
ー
ル
の
解
釈
学
的
探
究
に
お
け
る
、
リ

ク
ー
ル
的
規
定
を
受
け
た
カ
ン
ト
の
哲
学
的
宗
教
論
の
位
置
と
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
予
定
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
カ
ン
ト

の
理
性
批
判
と
の
関
係
で
、
こ
の
哲
学
的
解
釈
学
を
実
践
理
性
の
弁
証
論
か
ら
始
ま
る
「
希
望
の
病
理
学
」
の
一
部
を
な
す
も
の
と
し

て
示
し
、
次
に
、
キ
リ
ス
ト
者
の
宣
教
お
よ
び
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
る
復
活
・
甦
り
の
解
釈
学
と
の
関
係
で
、
こ
の
哲
学
的
解
釈
学
を
実

践
理
性
の
弁
証
論
に
て
終
わ
る
「
希
望
の
宣
教
」
の
一
部
を
な
す
も
の
と
し
て
示
す
。
我
々
は
先
に
、
リ
ク
ー
ル
が
理
解
す
る
と
こ
ろ

の
『
た
ん
な
る
理
性
の
限
界
内
の
宗
教
』、
す
な
わ
ち
カ
ン
ト
的
「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈
学
」
の
成
り
立
ち
を

次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
こ
れ
は
、
一
種
の
「
宗
教
の
批
判
」
を
〈
足
場
〉 （
超
越
論
哲
学
の
枠
内
で
あ
る
純
粋
実
践
理
性
の
弁
証

論
） 

と
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
個
人 

（
信
仰
者
） 

の
悪
、
い
わ
ば
「
宗
教
に
お
け
る
悪
」
と
い
う
意
味
で
の
「
悪
」
の
問
題
系
を
経
由
し

て
、「
神
に
嘉
さ
れ
る
人
間
」
に
成
る
と
い
う
意
味
で
の
幸
福
へ
の 

― 

た
だ
し
究
極
的
に
は
、
人
間
に
お
け
る
徳
の
努
力
が
不
完
全
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で
あ
る
の
を
補
う
も
の
と
し
て
神
か
ら
授
け
ら
れ
る
高
次
の
助
力
と
し
て
の
「
恩
寵
」
お
よ
び
神
か
ら
義 

（
罪
な
し
） 

と
さ
れ
る
こ
と

と
し
て
の
「
義
認
」
を
得
る
と
い
う
意
味
で
の
浄
福
へ
の 

―
「
希
望
」
の
問
題
圏
域
で
あ
る
と
同
時
に
、
集
団 

（
宗
教
団
体
） 

の

悪
、
い
わ
ば
「
宗
教
の
悪
」
と
い
う
意
味
で
の
「
悪
」
の
問
題
圏
域
で
も
あ
る
理
性
批
判
の
外
部
領
域
を
眺
め
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
〈
視
界
〉 （
い
ず
れ
も
超
越
論
哲
学
の
枠
外
で
あ
る
根
元
悪
論
お
よ
び
教
会
信
仰
論
） 

の
下
で
遂
行
さ
れ
る
よ
う
な
「
宗
教
の
解
釈

学
」
で
あ
る
、
と
。
付
言
す
る
な
ら
、
リ
ク
ー
ル
解
釈
学
の
圏
内
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
践
理
性
の
弁
証
論
か
ら
教
会
信
仰
論
へ

と
到
る
カ
ン
ト
哲
学
の
行
程
は
、
い
わ
ば
〈
基
礎
〔
医
学
〕〉
か
ら
〈
臨
床
〉
の
領
域
に
移
し
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、「
希

望
の
病
」
の
原
因
や
症
状
を
究
明
す
る
だ
け
の
「
希
望
の
病
理
学
」
が
、「
希
望
の
病
」
の
診
断
や
治
療
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
る
、

〈
希
望
の
治
療
法
〉
と
い
う
意
義
を
も
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
リ
ク
ー
ル
解
釈
学
の
圏
内
に
入
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
教
会
信
仰
論
か
ら
実
践
理
性
の
弁
証
論
へ
と
還
る
カ
ン
ト
哲
学
の
行
程
は
、
い
わ
ば
〈〔
キ
リ
ス
ト
の
顕
現
を
意
味
す
る
〕

公
顕 

（épiphanie

） 

〉
か
ら
〈〔
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
告
知
す
る
〕
宣
教 

（kérygm
e

） 

〉
の
領
域
に
移
し
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
、「
希
望
の
形
象
」 （C

I, 414

） 

の
偶
像
化
や
形
骸
化
を
促
進
す
る
だ
け
の
〈
希
望
の
〔
形
象
で
あ
る
イ
エ
ス
‐
キ
リ
ス
ト
の
〕
公

現
祭
〉
が
、「
希
望
の
形
象
」
の
探
索
や
蘇
生
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
る
、〈
希
望
の
〔
形
象
で
あ
る
イ
エ
ス
‐
キ
リ
ス
ト
の
〕
復
活

祭
〉
と
い
う
意
義
を
も
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

最
後
の
第
三
段
階
の
考
察
で
は
、
第
二
段
階
で
そ
の
輪
郭
と
内
実
が
描
き
出
さ
れ
た
「
宗
教
の
〔
あ
る
い
は
希
望
の
〕
哲
学
的
解
釈

学
」 （
カ
ン
ト
） 

の
側
か
ら
照
射
す
る
と
い
う
仕
方
で
、
こ
の
哲
学
的
解
釈
学
を
自
ら
の
内
に
含
む
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈
学
」 （
リ

ク
ー
ル
） 

の
内
的
構
造
を
解
明
す
る
予
定
で
あ
る
。
先
に
、
実
践
理
性
の
弁
証
論
か
ら
教
会
信
仰
論
へ
と
到
る
カ
ン
ト
哲
学
の
行
程

が
、
リ
ク
ー
ル
解
釈
学
の
圏
内
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
診
断
や
治
療
が
課
題
と
な
る
〈
臨
床
〉
の
領
域
に
移
し
置
か
れ
る
、〈
希
望

の
治
療
法
〉
と
い
う
意
義
を
も
つ
よ
う
に
な
る
と
指
摘
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
考
察
の
最
後
の
段
階
で
は
、「
宗
教
的
自
由
の
解
釈

学
」
に
お
い
て
問
題
と
な
る
、
一
方
で
治
療
者
と
被
治
療
者
の
関
係 

（
い
わ
ば
物
語
の
作
者
の
次
元
）、
他
方
で
診
断
者
と
被
診
断
者
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の
関
係 

（
い
わ
ば
物
語
の
登
場
人
物
の
次
元
）、
さ
ら
に
こ
れ
ら
二
つ
の
関
係
が
関
係
す
る
仕
方
に
焦
点
を
当
て
て
、
こ
の
解
釈
学
の

内
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、
診
断
者
と
被
診
断
者
の
関
係
に
対
す
る
メ
タ
的
視
点
と
し
て
、
治
療
者 

（
リ
ク
ー
ル
） 

と
被
治

療
者 
（
エ
ル
ピ
ス
） 

の
関
係
を
考
え
る
。
作
者
と
し
て
の
医
者 

（
治
療
者
リ
ク
ー
ル
） 

か
ら
患
者 

（
被
治
療
者
エ
ル
ピ
ス
） 

へ
の
関
係
性

と
し
て
主
題
化
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
理
論
理
性
の
弁
証
論
を
足
場
と
す
る
解
釈
者
リ
ク
ー
ル
か
ら
批
判
の
内
部
で
病
ん
だ
希

望 

（
自
由
／
魂
の
不
死
、
神
の
現
存
を
期
待
・
待
望
す
る
仕
方
に
関
し
て
） 

へ
の
眼
差
し
で
あ
り
、
第
二
に
、
実
践
理
性
の
弁
証
論
を

足
場
と
す
る
解
釈
者
リ
ク
ー
ル
か
ら
批
判
の
外
部
で
病
ん
だ
希
望 

（
高
次
の
助
力
と
し
て
の
恩
寵
／
罪
の
赦
し
と
し
て
の
義
認
を
期

待
・
待
望
す
る
仕
方
に
関
し
て
） 

へ
の
眼
差
し
で
あ
る
。
逆
に
、
箱
の
底
に
最
後
に
残
っ
た
希
望 

（
復
活
・
甦
り
へ
の
希
望
そ
れ
自
体

の
復
活
・
甦
り
へ
の
希
望 
） 
と
い
う
意
義
を
も
つ
、
作
者
と
し
て
の
患
者 

（
被
治
療
者
エ
ル
ピ
ス
） 

か
ら
医
者 

（
治
療
者
リ
ク
ー

ル
） 

へ
の
関
係
性
と
し
て
主
題
化
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
教
会
信
仰
論
を
足
場
と
す
る
被
解
釈
者
エ
ル
ピ
ス
か
ら
根
元
悪
論
に
お
い

て
問
題
と
な
る
選
択
意
志
の
復
活
・
甦
り
へ
の
希
望
の
可
能
性
へ
の
眼
差
し
で
あ
り
、
第
二
に
、
根
元
悪
論
を
足
場
と
す
る
被
解
釈
者

エ
ル
ピ
ス
か
ら
実
践
理
性
の
弁
証
論 

（
純
粋
実
践
理
性
の
要
請
、
と
く
に
「
自
由
の
要
請
」） 

に
お
い
て
問
題
と
な
る
選
択
意
志
の
復

活
・
甦
り
へ
の
希
望
そ
れ
自
体
の
復
活
・
甦
り
と
い
う
出
来
事
へ
の
眼
差
し
で
あ
る
。
次
に
、
こ
う
し
た
治
療
者 

（
リ
ク
ー
ル
） 

と
被

治
療
者 

（
エ
ル
ピ
ス
） 

の
関
係
と
並
行
的
に
見
ら
れ
た
、
診
断
者
と
被
診
断
者
の
関
係
を
考
え
る
。
登
場
人
物
と
し
て
の
医
者 

（
診
断

者
） 

か
ら
患
者 

（
被
診
断
者
） 

へ
の
関
係
性
と
し
て
主
題
化
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
理
論
理
性
の
弁
証
論
を
足
場
と
す
る
解
釈
者 

（
第

一
批
判
の
弁
証
論
に
お
け
る
純
粋
理
性
の
理
論
的
判
断
力
） 

か
ら
被
解
釈
者 

（
第
二
批
判
の
分
析
論
お
よ
び
弁
証
論
に
お
け
る
純
粋
理

性
の
実
践
的
判
断
力
） 

へ
の
眼
差
し
で
あ
り
、
第
二
に
、
実
践
理
性
の
弁
証
論
を
足
場
と
す
る
解
釈
者 

（
第
二
批
判
の
弁
証
論
に
お
け

る
選
択
意
志
の
性
癖 

（
心
情
の
不
純
さ
） 

） 

か
ら
被
解
釈
者 

（
根
元
悪
論
お
よ
び
教
会
信
仰
論
に
お
け
る
選
択
意
志
の
性
癖 

（
心
情
の
邪

悪
さ
） 

） 

へ
の
眼
差
し
で
あ
る
。
逆
に
、
登
場
人
物
と
し
て
の
患
者 

（
被
診
断
者
） 
か
ら
医
者 

（
診
断
者
） 

へ
の
関
係
性
と
し
て
主
題
化

さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
哲
学
的
宗
教
論
の
第
一
編
を
足
場
と
す
る
被
解
釈
者 

（
根
元
悪
論
に
お
け
る
選
択
意
志
の
性
癖 

（
心
情
の
邪
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悪
さ
） 

） 

か
ら
解
釈
者 

（
第
二
批
判
の
弁
証
論
お
よ
び
分
析
論
に
お
け
る
選
択
意
志
の
性
癖 

（
心
情
の
不
純
さ
） 

へ
の
眼
差
し
で
あ
り
、

第
二
に
、
実
践
理
性
の
弁
証
論
お
よ
び
分
析
論
を
足
場
と
す
る
被
解
釈
者 

（
第
二
批
判
の
弁
証
論
お
よ
び
分
析
論
に
お
け
る
純
粋
理
性

の
実
践
的
判
断
力
） 

か
ら
解
釈
者 

（
第
一
批
判
の
弁
証
論
に
お
け
る
純
粋
理
性
の
理
論
的
判
断
力
） 

へ
の
眼
差
し
で
あ
る
。
な
お
、
診

断
者
と
被
診
断
者
の
関
係
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、「
他
者
と
し
て
の
自
己
自
身
」
に
対
す
る
双
方
向
的
視
点
で
あ
る
。
例
え

ば
、
そ
の
心
情
の
不
純
さ
に
お
け
る
選
択
意
志
と
そ
の
心
情
の
邪
悪
さ
に
お
け
る
選
択
意
志
に
つ
い
て
、
他
者 

（
性
癖
の
倒
錯
モ
ー
ド

が
不
純
さ
） 

が
自
己 
（
性
癖
の
倒
錯
モ
ー
ド
が
邪
悪
さ
） 

を
解
釈
す
る
よ
う
に
。
逆
に
、
他
者
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
た
自
己 

（
性
癖
の
倒

錯
モ
ー
ド
が
邪
悪
さ
） 
が
、
ま
だ
解
釈
さ
れ
て
い
な
い
他
者 

（
性
癖
の
倒
錯
モ
ー
ド
が
不
純
さ
） 

を
解
釈
す
る
よ
う
に
。

我
々
の
見
立
て
で
は
、
以
上
の
考
察
を
経
て
最
終
的
に
見
え
て
く
る
べ
き
も
の
と
は
、
リ
ク
ー
ル
に
よ
る
「
宗
教
的
自
由
の
解
釈

学
」
は
、
二
人
の
診
断
者
、
す
な
わ
ち
第
一
批
判
の
弁
証
論
に
お
け
る
純
粋
理
性
の
理
論
的
判
断
力 

（
錯
覚
の
問
題
系
に
属
す

る
） 

と
、
哲
学
的
宗
教
論
の
根
元
悪
論
に
お
け
る
選
択
意
志
の
性
癖 

（
心
情
の
邪
悪
さ
）  （
悪
の
問
題
系
に
属
す
る
） 

と
い
う
二
つ
の
視

点
か
ら
の
視
線
の
重
な
り
合
い
に
よ
っ
て
、
第
二
批
判
全
体
を
場
と
し
て
遂
行
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
者
の
診
断
者
の
眼
差

し
は
第
二
批
判
の
弁
証
論
に
ま
で
届
い
て
お
り
、
後
者
の
診
断
者
の
眼
差
し
は
、
第
二
批
判
の
分
析
論
に
ま
で
届
い
て
い
る
。
宗
教
的

自
由
を
め
ぐ
る
リ
ク
ー
ル
の
解
釈
学
的
探
究
を
牽
引
す
る
「
問
題
」
が
、
錯
覚
か
ら
悪
へ
／
悪
か
ら
錯
覚
へ
の
縦
横
無
尽
な
振
れ
幅
を

持
っ
て
い
る
の
は
、
こ
う
い
う
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
、
我
々
は
見
通
し
を
立
て
て
い
る
。
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注

 

（
1
）　
リ
ク
ー
ル
の
生
涯
や
思
想
の
全
体
像
、
と
り
わ
け
リ
ク
ー
ル
の
「
解
釈
学
的
哲
学
」
の
成
り
立
ち
を
め
ぐ
る
丁
寧
な
論
点
整
理
と
行
き
届
い
た
考
察
に

つ
い
て
は
、
次
の
二
論
文
が
大
い
に
参
考
に
な
る
。
杉
村
靖
彦
「
Ⅷ
リ
ク
ー
ル
」『
哲
学
の
歴
史
』
第
一
二
巻 

実
存
・
構
造
・
他
者
【
二
〇
世
紀
Ⅲ
】、
鷲

田
清
一
編
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
八
年
、
五
一
九-

五
五
五
頁
、
杉
村
靖
彦
「
第
8
章 

リ
ク
ー
ル
の
哲
学
史
的
位
置
づ
け 

―
「
フ
ラ
ン
ス
反
省
哲

学
」
か
ら
の
由
来
と
そ
の
展
開 

― 

」『
現
代
の
哲
学 

― 

西
洋
哲
学
二
千
六
百
年
の
視
野
よ
り
』、
渡
邊
二
郎
監
修
、
哲
学
史
研
究
会
編
、
昭
和
堂
、
二
〇

〇
五
年
、
二
六
七-

三
〇
九
頁
。

 

（
2
）　
こ
こ
で
の
歴
史
的
宗
教
は
、「
礼
拝
宗
教
」 （R

G
V, 103, 106, 115 ; cf. R

G
V, 51, 124

）・「
歴
史
的
信
仰
」 （R

G
V, 103, 118 ; cf. R

G
V, 124

）・「
法
規

的
教
会
信
仰
」 （R

G
V, 106, 108, 123 ; cf. R

G
V, 122, 125

） 

の
顕
著
な
事
例
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
教
と
、
こ
れ
に
対
し
て
「
純
粋
道
徳
宗
教
」 （R

G
V, 103, 117 ; 

cf. R
G

V, 51, 84, 112, 124

）・「
純
粋
理
性
信
仰
」 （R

G
V, 103, 138, 163 ; cf. R

G
V, 124

）・「
純
粋
宗
教
信
仰
」 （R

G
V, 102, 105, 115, 118, 182

） 

の
具
体

例
と
な
り
う
る
キ
リ
ス
ト
教
を
と
く
に
指
し
て
い
る
。
の
ち
の
宗
教
学
的
分
類
に
よ
れ
ば
、
ど
ち
ら
も
啓
示
宗
教
で
あ
り
な
が
ら
、
特
定
の
民
族
の
存
続
や
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救
済
を
志
向
す
る
「
民
族
宗
教
」
に
留
ま
っ
た
ユ
ダ
ヤ
教
に
対
し
、
普
遍
的
に
個
人
の
信
仰
と
救
済
に
関
わ
る
「
世
界
宗
教
」 （R

G
V, 168

） 

と
成
り
え
た
キ

リ
ス
ト
教
が
、
カ
ン
ト
の
術
語
で
は
「
歴
史
的
な 

（
啓
示
） 

信
仰
」 （R

G
V, 102

） 

と
「
た
ん
な
る
理
性
信
仰
」
と
し
て
の
「
純
粋
な
宗
教
信
仰
」 （R

G
V, 

102
） 
と
の
対
比
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
世
界
宗
教
と
民
族
宗
教
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
宏
幹
「
第
1
章 

宗
教
現
象
の
諸
形
態
」

『
宗
教
学
』、
小
口
偉
一
編
、
弘
文
堂
、
一
九
八
一
年
、
七-

四
〇
頁
よ
り
、
一
〇-

一
七
頁
を
参
照
。
た
だ
し
、
カ
ン
ト
は
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
も
、
法

規
的
法
則
に
基
づ
い
て
人
間
の
手
で
創
立
さ
れ
た
組
織
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
教
会
が
、
絶
え
ず
純
粋
理
性
信
仰
に
接
近
し
時
と
共
に
教
会
信
仰
を
不
要
に

で
き
る
と
い
う
原
理
を
含
む
限
り
に
お
い
て
、
つ
ま
り
組
織
の
最
終
目
的
で
あ
る
「
公
の
宗
教
信
仰
」 （R

G
V, 152, 153

） 

へ
と
不
断
に
接
近
す
る
と
い
う
格

率
を
含
む
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
教
会
は
「
真
の
教
会
」 （R

G
V, 153 ; cf. R

G
V, 122

） 

た
り
う
る
、
そ
の
場
合
に
の
み
キ
リ
ス
ト
教
は
純
粋
理
性
宗
教
と
み

な
さ
れ
う
る
、
と
い
う
留
保
を
付
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
宗
教
に
つ
い
て
、
カ
ン
ト
は
「
恩
寵
誓
願
宗
教 

（
た
ん
な
る
祭
祀
だ
け
の
宗
教
）」 （R

G
V,51

） 

と

「
道
徳
的
宗
教 

（
よ
き
生
き
方
の
宗
教
）」 （R

G
V, 

51
） 

と
の
区
分
を
考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
歴
史
的
諸
宗
教
一
般
の
分
類
法
と
し
て
も
、
ひ
と
つ
の
歴
史

的
宗
教
の
内
在
的
な
あ
り
方
の
指
標
と
し
て
も
使
え
る
対
概
念
で
あ
る
。

 

（
3
）　『
新
約
聖
書
』「
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙
」
一
五
章
二
〇-

三
四
節
「
死
者
の
復
活
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

 

（
4
）　『
旧
約
聖
書
』「
創
世
記
」
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
最
初
の
人
ア
ダ
ム
の
犯
し
た
罪
を
通
し
て
す
べ
て
の
人
が
罪
あ
る
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
、
す
な
わ
ち
一
人
の
人
間
を
通
し
て
全
人
類
が
「
罪
人
」
と
な
っ
た
。
パ
ウ
ロ
の
言
い
方
で
は
、「
死
が
一
人
の
人
間
を
通
し
て
生
じ
」、「
ア
ダ
ム
に
お

い
て
す
べ
て
の
者
が
死
ぬ
」 （『
新
約
聖
書
』「
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙
」
一
五
章
二
一
節
お
よ
び
二
二
節
） 

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
で
言
う

と
、
逆
に
、「
彼
〔
イ
エ
ス
〕
一
人
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
者
に
向
け
て
・
す
べ
て
の
者
の
た
め
に
死
者
た
ち
の
復
活
・
甦
り
が
既
に
実
現
さ
れ
て
い

る
」 （T

E
, 208 ; cf. C

I, 397

） 

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
パ
ウ
ロ
の
言
い
方
で
は
、「
一
人
の
人
間
を
通
し
て
死
者
た
ち
の
復
活
・
甦
り
も
生
じ
」、「
キ
リ
ス

ト
に
お
い
て
も
ま
た
、
す
べ
て
の
者
が
生
き
る
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
る
」 （『
新
約
聖
書
』「
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙
」
一
五
章
二
一
節
お
よ
び
二
二

節
） 

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
が
、『
新
約
聖
書
』
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
、
神
の
子
イ
エ
ス
を
介
し
た
神
に
よ
る
全
人
類
の
救
済 

（
罪
の
中
に
あ
る
状
態
か

ら
の
解
放
、
無
罪
放
免
と
い
う
意
味
で
の
自
由
） 

の
構
造
で
あ
る
。

 

（
5
）　
杉
村
靖
彦
「
悪
・
赦
し
・
贈
与 

― 

リ
ク
ー
ル
と
デ
リ
ダ
の
最
後
の
論
争
」
大
谷
大
学
『
宗
教
学
会
報
』
第
一
五
号
、
二
〇
〇
六
年
、
三
三-

六
五
頁

よ
り
、
こ
こ
で
は
四
〇
頁
を
参
照
。

 

（
6
）　C

f. Jacqueline R
uss, L

es m
éthodes en philosophie, 2e éd., établie par France Farago, Paris : A

rm
and C

olin, 2008 [1992], p. 31 -50.
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（
7
）　
我
々
の
見
る
と
こ
ろ
、
リ
ク
ー
ル
が
「
全
体
性
の
病
」
と
呼
ぶ
問
題
状
況
を
、
同
じ
く
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
で
あ
る
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ

ス 
（
一
九
〇
六-

一
九
九
五
） 

は
、「
全
体
性
の
非
‐
暴
力
」 （T

I,16

） 

と
呼
ん
で
い
る
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
言
う
「
非
‐
暴
力
」
と
は
、
国
家
の
暴
政
に
お
い

て
初
め
て
目
に
見
え
る
仕
方
で
露
わ
に
な
る
暴
力
が
そ
の
源
で
あ
る
よ
う
な
、
平
時
の
国
家
体
制
が
孕
む
「
暴
力
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
奇
妙
で
屈
折
し
た

表
現
に
よ
っ
て
リ
ク
ー
ル
と
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
悪
や
暴
力
は
、
直
接
的
に
は
、
彼
ら
自
身
が
二
度
の
世
界
大
戦
中
に
経
験
し
た
事

柄
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
の
全
体
主
義
や
、「
国
家
総
動
員
法
」
と
言
う
時
の
動
員 

（
国
家

に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
人
的
・
物
的
資
源
の
統
制
運
用
） 

等
が
そ
の
具
体
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、
米
ソ
の
冷
戦
時
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
全
面
的
か
つ
根
本
的
に

ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
化
し
た
、
い
わ
ば
「
ク
リ
ー
ン
」
で
人
為
的
要
素
が
一
切
介
在
す
る
余
地
の
な
い
国
家
間
紛
争
で
は
な
く
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
リ

ク
ー
ル
や
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
従
軍
経
験
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
、
戦
闘
員
の
攻
撃
性
／
対
話
性
、
戦
時
体
制
の
集
団
性
／
個
人
性
、
戦
闘
形
態
の
非
人
格
性
／

人
格
性
、
戦
略
の
硬
直
性
／
柔
軟
性
な
ど
の
相
反
す
る
要
素
が
戦
場
で
泥
臭
く
入
り
乱
れ
た
状
況
を
鑑
み
る
に
、
現
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る

誹
謗
中
傷
や
同
調
圧
力
も
ま
た
、
同
じ
問
題
事
象
に
属
す
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
こ
う
し
た
事
態
を
「
戦
争
と
全
体
性
の
経

験
」 （E

m
m

anuel L
évinas, Totalité et Infini. E

ssai sur l’extériorité, 4e éd., L
a H

aye : M
artinus N

ijhoff, 1984 [1961], p. X
II

） 

と
表
現
す
る
。
レ

ヴ
ィ
ナ
ス
の
考
え
で
は
、
戦
闘
行
為
に
は
少
な
く
と
も
人
と
人
と
の
間
の
関
わ
り
合
い
が
存
在
し
う
る
の
に
対
し
、
全
体
主
義
に
は
存
在
し
な
い
。
し
か

し
、
あ
の
大
戦
下
で
は
両
方
が
切
り
離
し
え
な
い
仕
方
で
起
こ
っ
た
。
そ
う
い
う
含
意
の
込
め
ら
れ
た
表
現
で
あ
る
。
リ
ク
ー
ル
は
こ
う
し
た
事
態
を
「
犯

す
悪
／
被
る
悪
」
と
い
う
座
標
軸
を
持
ち
込
ん
で
考
察
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
派
生
形
と
し
て
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
考
え
よ
う
と
し
て
い
た
問
題
状
況
を
考
慮

す
る
な
ら
、
個
人
の
悪
／
集
団
の
悪
、
さ
ら
に
は
、
一
回
的
な
悪
／
反
復
的
な
悪
と
い
う
座
標
軸
を
設
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
本
研
究
の
最
終
的

な
狙
い
は
、
リ
ク
ー
ル
や
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
思
想
か
ら
見
て
取
っ
た
、
彼
ら
自
身
の
「
戦
争
と
全
体
性
の
経
験
」
を
、
現
代
の
我
々
自
身
の
問
題
状
況
に
照
ら

し
て
哲
学
的
に
反
省
す
る
こ
と
で
あ
る
。

 

（
8
）　
本
稿
で
は
、
最
上
善
と
い
う
概
念
の
厚
み
を
示
す
べ
く
、
道
徳
的
完
成
を
目
指
す
有
限
な
理
性
的
存
在
者
の
実
践
的
努
力
を
説
明
す
る
際
、「
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
／
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
」、「
下
限
／
上
限
」
と
い
う
対
義
語
を
用
い
た
。
以
下
の
文
献
の
巻
末
に
付
さ
れ
た
用
語
解
説
集
の
内
、

「A
rchétype 

（A
rchetypon, U

rbild

）」
の
項
で
は
、
こ
の
同
じ
事
態
に
つ
い
て
「
模
型 
（ectype

） 

／
原
型 

（archétype

）」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。C

f. 

M
ai L

equan, L
a philosophie m

orale de K
ant, Paris : Seuil (coll. « Points E

ssais »), 2001, p. 489.

 

（
9
）　「
悪
と
希
望
」 （C

I, 414

） 

と
い
う
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
指
摘
す
る
際
、
リ
ク
ー
ル
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
お
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八

け
る
「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」
の
物
語
で
は
な
い
か
。
パ
ン
ド
ラ
と
い
う
名
の
女
性
が
、
そ
れ
を
与
え
た
ゼ
ウ
ス
の
禁
を
破
っ
て
開
け
た
問
題
の
箱
か
ら
、
人
類

に
災
い
を
な
す
諸
悪
が
地
上
に
飛
び
出
し
た
。
そ
れ
ら
に
押
し
の
け
ら
れ
て
最
後
に
箱
の
底
に
残
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
の
が
、「
エ
ル
ピ
ス 

（

 

E
lpis

）」 （
希
望
、
あ
る
い
は
期
待
・
予
兆
と
翻
訳
さ
れ
る
が
、「
の
ろ
い
」、「
情
け
な
い
」、「
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
思
い
切
り
の
悪
い
」
等
、
否
定
的
な
修
辞
を

付
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
） 

で
あ
る
。
こ
の
神
話
的
表
象
に
、
本
研
究
で
は
、
カ
ン
ト
に
お
け
る
「
道
徳
的
感
情
」 （K

pV,75

）  （
謙
抑
／
尊
敬
） 

の
一
方
の

極
、「
消
極
的
な
」
実
践
的
感
情
と
し
て
の
「
謙
抑
」
を
重
ね
て
見
て
い
る
。
リ
ク
ー
ル
が
自
ら
の
イ
メ
ー
ジ
の
出
所
を
明
言
し
て
い
な
い
の
は
、
西
洋
の

知
識
人
に
と
っ
て
の
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
が
、
精
神
的
土
壌
な
い
し
古
典
的
教
養
と
し
て
、
と
く
に
言
及
す
る
ま
で
も
な
く
参
照
す
べ
き
歴
史
的
・
文

化
的
共
有
財
産
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
近
現
代
の
日
本
人
が
、
古
代
中
国
に
お
け
る
出
来
事
か
ら
生
ま
れ
た
故
事
成
語 

（
例
え

ば
「
矛
盾
」） 

を
、
も
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
知
悉
し
て
い
な
く
と
も
、
史
実
と
し
て
の
真
偽
が
確
定
さ
れ
な
く
と
も
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
教
訓
や
英
知
を

尊
重
し
て
慣
用
句
と
し
て
使
い
こ
な
す
の
と
同
じ
事
態
で
あ
ろ
う
。
高
津
春
繁
『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
マ
イ
ケ

ル
・
グ
ラ
ン
ト
、
ジ
ョ
ン
・
ヘ
イ
ゼ
ル
『
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
神
話
事
典
』
西
田
実
ほ
か
訳
、
大
修
館
書
店
、
一
九
八
八
年
の
「
パ
ン
ド
ラ 

（Pandora

）」

の
項
を
参
照
。
ま
た
、
呉
茂
一
『
ギ
リ
シ
ア
神
話
』
新
潮
社
、
一
九
六
九
年
、
三
七-

三
八
頁
を
参
照
。

 

（
10
）　
こ
こ
で
リ
ク
ー
ル
が
用
い
る
「
起
源 
（origine

）」
と
い
う
語
は
、
カ
ン
ト
が
「
人
間
本
性
に
お
け
る
悪
の
起
源
」
を
め
ぐ
っ
て
「
理
性
起
源
」
と

「
時
間
起
源
」 （R

G
V,39

） 

の
二
つ
の
可
能
性
を
挙
げ
つ
つ
、
時
間
起
源
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
す
る
一
方 

（cf. R
G

V,41

）、
理
性
起
源
で
あ
る
に
し
て
も

「
こ
の
悪
へ
の
性
癖
の
理
性
起
源
は
我
々
に
と
っ
て
あ
く
ま
で
も
究
め
が
た
い
」 （R

G
V,43

） 

と
い
う
慎
重
な
姿
勢
を
取
っ
た
経
緯
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
リ

ク
ー
ル
も
ま
た
、「
悪
の
中
の
悪
」、「
そ
の
倒
錯
性
の
極
致
に
達
し
た
悪
」
と
い
う
こ
と
で
、「
希
望
の
病
」
な
い
し
「
全
体
性
の
病
」
の
時
間
起
源
を
考
え

て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

 

（
11
）　「
呪
物
崇
拝
」
な
い
し
「
呪
物
奉
仕
」 （R

G
V, 179

） 

は
、
理
性
信
仰
に
対
し
て
カ
ン
ト
が
「
私
た
ち
に
可
能
な
理
性
の
限
界
の
踏
み
越
え
の
妄
想
信

仰
」 （R

G
V, 194 ; cf. R

G
V, 52 -53

） 

と
呼
ぶ
も
の
の
、
第
三
の
形
態
に
相
当
す
る
。
そ
こ
で
問
題
と
化
す
の
は
、「
神
が
私
た
ち
の
人
倫
性
に
お
よ
ぼ
す
影

響
を
、
た
ん
な
る
自
然
手
段
の
使
用
に
よ
っ
て
産
出
で
き
る
と
い
う
妄
想
」 （R

G
V, 194 ; cf. R

G
V, 52 -53

） 

で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
こ
の
意
味
で
の
妄
想
信
仰

を
「
恩
寵
手
段
へ
の
信
仰
」 （R

G
V, 194

） 

と
も
表
現
す
る
。
そ
も
そ
も
カ
ン
ト
は
、
啓
示
信
仰
を
純
粋
理
性
信
仰
に
、
法
規
的
信
仰
を
道
徳
的
な
宗
教
信
仰

に
優
先
・
先
行
さ
せ
る
振
る
舞
い
、
言
い
換
え
る
と
、
教
会
の
「
奉
仕 

（D
ienst, cultus

）」
が
教
会
信
仰
の
歴
史
的
お
よ
び
法
規
的
な
部
分
に
縋
る
だ
け

で
浄
福
に
成
れ
る
と
い
う
考
え
の
下
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
「
偽
奉
仕 

（A
fterdienst, cultus spurius

）」
と
し
て
戒
め
て
い
る
。
い
わ
ば
本
来
の
目
的
地



希
望
の
哲
学
的
解
釈
学
に
よ
る
自
由
の
解
釈
学
的
哲
学

八
九

に
辿
り
着
く
ま
で
の
「
乗
物
」 （R

G
V, 118, 123

） 

に
過
ぎ
な
い
も
の
を
、
あ
た
か
も
目
的
地
で
あ
る
か
の
よ
う
に
重
視
す
る
こ
と
、
要
す
る
に
「
手
段

（M
ittel

）」 （R
G

V, 153, 165, 170, 172, 175, 177, 178, 192, 193, 197, 201

） 

で
し
か
な
い
も
の
に
「
目
的 

（Zw
eck

）」 （R
G

V, 165, 170, 175, 176, 197

）

と
し
て
の
価
値
を
付
与
す
る
こ
と
を
「
宗
教
妄
想
」
と
呼
び
、
こ
れ
に
従
う
こ
と
を
「
神
へ
の
偽
奉
仕
」
と
規
定
す
る
の
で
あ
る 

（cf. R
G

V, 165, 168, 

170

）。「
嘆
願
の
呪
文
や
報
酬
信
仰
の
告
白
や
教
会
の
典
礼
な
ど
な
ど
〔
の
自
然
的
・
感
性
的
手
段
、
あ
る
い
は
僭
越
に
も
超
自
然
的
・
超
感
性
的
と
思
い

込
ま
れ
た
自
然
的
・
感
性
的
手
段
〕
に
よ
っ
て
、
自
分
は
超
自
然
的
な
も
の
を
引
き
寄
せ
て
、
そ
の
よ
う
に
し
て
神
性
の
援
助
を
い
わ
ば
魔
術
的
に
呼
び
出

せ
る
と
い
う
妄
想
」 （R

G
V, 178

） 

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
と
く
に
「
祭
祀 

（K
ultus

）」
を
「
恩
寵
〔
を
召
喚
す
る
た
め
〕
の
手
段
」 （R

G
V, 52, 

192, 194, 199, 200, 201
） 

と
み
な
し
、
こ
れ
を
「
超
自
然
的
な
道
徳
的
影
響
」 （R

G
V, 194

） 

す
な
わ
ち
イ
エ
ス
に
よ
る
全
人
類
の
た
め
の
「
身
代
わ
り
の

贖
罪
」 （R

G
V, 118 ; cf. R

G
V, 116

） 

の
効
果
、
罪
責
抹
消
の
有
効
性
が
遂
に
我
が
身
に
も
及
ん
だ
と
い
う
意
味
で
の
「
恩
寵
の
作
用
」 （R

G
V, 52, 53, 174, 

194, 201

） 

で
は
な
く
、「
神
と
の
交
わ
り
」 （R

G
V, 174, 201

） 

と
い
う
意
味
で
の
そ
れ
と
直
ち
に
同
一
視
し
て
、「
よ
き
生
き
方
」
や
自
ら
の
「
道
徳
的
改

善
」
を
一
切
志
向
し
な
い
こ
と
。
こ
れ
が
、「
神
御
自
身
か
ら
求
め
ら
れ
る
真
の
奉
仕
の
正
反
対
」 （R

G
V, 168

）、〈
宗
教
妄
想
に
基
づ
く
神
へ
の
偽
奉
仕
〉

と
し
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
形
態
と
し
て
の
呪
物
奉
仕
で
あ
り
、「
恩
寵
誓
願
宗
教 

（
た
ん
な
る
祭
祀
だ
け
の
宗
教
）」
の
い
わ
ば
倒
錯

的
形
態
に
当
た
る
呪
物
崇
拝
と
対
立
す
る
の
が
、「
道
徳
的
宗
教 

（
よ
き
生
き
方
の
宗
教
）」
が
教
会
組
織
を
通
し
て
公
と
な
り
し
か
も
地
上
に
遍
く
行
き

渡
っ
た
段
階
、
理
性
信
仰
の
最
終
形
態
と
し
て
の
「
普
遍
的
理
性
宗
教
」 （R

G
V, 122 ; cf. R

G
V, 153

） 

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

 

（
12
）　「
或
る
非
時
間
的
な
原
理
と
或
る
歴
史
的
実
在
と
の
間
に
推
定
さ
れ
る
何
ら
か
の
類
似
性
・
親
近
性
」 （L

3,39 ; cf. L
3,38,40

） 

を
〈
も
と
〉
に
し
た

「
類
推
・
類
比
」
に
よ
る
図
式
化
の
事
例
と
し
て
、「
キ
リ
ス
ト
と
い
う
形
象 

（figure

）」 （L
3, 29 -32, C

I, 415

） 

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
注
意
す
べ
き

は
、「
想
像
力
が
或
る
概
念
に
そ
の
像 

（B
ild, im

age

） 

を
宛
が
う
一
般
的
方
法
の
表
象
」 （K

rV, A
140/B

179 -180

） 

と
い
う
「
図
式
」
の
注
意
深
い
規
定
が

示
唆
す
る
よ
う
に
、「
類
推
・
類
比
の
図
式
論
」
に
お
い
て
、
概
念
に
対
応
す
る
直
観
の
「
単
な
る
例
示
」 （L

3,32

） 

が
行
わ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
概
念
の
次
元
／
直
観
の
次
元
で
そ
れ
ぞ
れ
問
題
に
な
る
「
諸
々
の
関
係
間
の 

〔
次
元
を
超
え
た
〕 

類
似
・
相
似
」 （L

3,31

）

で
あ
る
。
上
記
の
例
で
言
え
ば
、
悪
の
原
理
と
の
抗
争
の
内
に
あ
る
善
の
原
理
と
い
う
哲
学
的
表
象
に
対
す
る
「
神
に
嘉
さ
れ
る
人
間
と
い
う
理
念
〔
な
い

し
理
想
〕」 （L

3,30

） 

の
関
係 

（
概
念
の
次
元
） 

は
、『
旧
約
』
の
神 

（
唯
一
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
） 

が
か
つ
て
地
上
へ
送
り
込
む
と
約
束
し
た
人
類
の
救
い
主
・
救
世

主
と
い
う
宗
教
的
表
象
に
対
す
る
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
と
い
う
歴
史
上
の
人
物
の
関
係 

（
直
観
の
次
元
） 

と
類
似
・
相
似
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
構
図
が
最
初

に
あ
っ
て
、
そ
の
上
で
、
十
字
架
上
で
死
し
た
後
に
甦
っ
た
と
さ
れ
る
イ
エ
ス
に
お
い
て
・
を
通
し
て 

「
神
に
嘉
さ
れ
る
人
間
の
原
型
」 （R

G
V, 119, L

3,29

）
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〇

や
「
善
き
心
術
の
原
型
」 （L

3,30

）  （
要
す
る
に
「
悪
の
原
理
」
に
対
す
る
「
善
の
原
理
」
の
典
型
） 

を
見
や
る
行
為
が
可
能
に
な
る
。
実
は
そ
こ
で
は
、

像 
（B

ild

） 

か
ら
原
像 

（U
rbild

） 

へ
の
志
向
に
お
い
て
立
ち
上
が
っ
て
く
る
キ
リ
ス
ト
と
い
う
純
粋
表
象
が
、
悪
の
原
理
と
の
戦
い
の
内
に
あ
る
善
の
原

理 
（
概
念
） 

と
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス 

（
直
観
） 

の
間
の
「
媒
介
的
表
象
」 （K

rV, A
138/B

177

） 

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
イ
エ
ス
に
お
け
る
受
難
と

復
活
の
出
来
事
を
重
視
す
る
な
ら
、
キ
リ
ス
ト
と
い
う
形
象
は
む
し
ろ
、「
人
間
に
対
す
る
支
配
を
め
ぐ
っ
て
の
善
の
原
理
に
よ
る
悪
の
原
理
と
の
戦

い
」 （R

G
V,57

） 

と
い
う
概
念
の
「
図
式
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
言
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
正
確
に
言
う
と
、
そ
れ
は
、
人
間
の
力
を
超
え

た
二
つ
の
対
立
す
る
「
力
能
間
の
闘
争
」 （L

3,29

） 

と
い
う
仕
方
で
演
劇
的
に
理
解
す
る
し
か
な
い
も
の
の
、
本
当
は
人
間
の
心
の
中
で
演
じ
ら
れ
て
い
る

こ
の
「
葛
藤
・
相
克
そ
の
も
の
」 （L

3,29

）、
善
悪
二
つ
の
原
理
の
「
実
在
的
葛
藤
・
相
克
」 （L

3,29

） 

と
い
う
概
念
の
「
図
式
」
な
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス

ト
と
い
う
形
象
に
対
し
て
、「〔
キ
リ
ス
ト
教
の
〕
教
会
と
い
う
形
象
」 （L

3,36 ; cf. L
3,38

） 

は
、
そ
れ
が
「
真
の 

（
可
視
的
な
） 

教
会
」 （R

G
V, 101

）、
す

な
わ
ち
「
地
上
で
の 

（
道
徳
的
な
） 
神
の
国
を
、
人
間
に
な
し
う
る
限
り
で
現
示
し
て
い
る
よ
う
な
教
会
」 （R

G
V, 101

） 

で
あ
り
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
の
理
想

的
な
倫
理
的
共
同
体
の
出
現
を
意
味
す
る
限
り
に
お
い
て
、「
悪
の
原
理
に
対
す
る
善
の
原
理
の
勝
利
」 （L

3,33

） 

と
い
う
概
念
の
「
図
式
」
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
我
々
の
関
心
は
、「
諸
々
の
関
係
間
の
〔
次
元
を
超
え
た
〕
類
似
・
相
似
」
の
〈
も
と
〉
に
な
る
よ
う
な
「
非
時
間
的
始
原
・
原
理

と
歴
史
的
現
実
・
実
在
と
の
間
の
推
定
さ
れ
た
類
似
性
・
親
近
性
」
の
方
に
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
カ
ン
ト
が
そ
の
目
印
や
痕
跡
を
突
き
止
め
る
こ
と
を

課
題
に
し
た
「
歴
史
的
制
度
〔
教
会
を
キ
リ
ス
ト
教
固
有
の
宗
教
組
織
と
し
て
事
実
的
に
成
り
立
た
し
め
て
い
る
制
度
〕
と
探
し
求
め
ら
れ
て
い
る
公
共
体

〔
地
上
へ
の
到
来
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
「
神
の
国
」
を
理
想
形
と
す
る
善
き
心
術
の
持
ち
主
た
ち
の
統
合
体
〕
と
の
間
の
類
似
性
・
親
近

性
」 （L

3,38

） 

そ
れ
自
体
で
は
な
く
、「
教
会
と
倫
理
的
公
共
体
と
い
う
理
念
と
の
間
の
そ
う
し
た
類
推
・
類
比
の
始
原
・
原
理 

（principe

）」 （L
3,39

） 

と

な
る
よ
う
な
、「
歴
史
上
の
〔
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
近
代
の
〕
キ
リ
ス
ト
教
団
と
〔
神
へ
の
あ
る
べ
き
奉
仕
形
態
と
し
て
前
者
の
制
度
的
な
あ
り
方
を
合
理

的
・
理
性
的
に
再
解
釈
し
た
も
の
と
し
て
の
〕
真
の
宗
教
の
真
の
奉
仕
と
の
間
の
〔
…
…
〕
推
定
さ
れ
た
類
似
性
・
親
近
性
」 （L

3,39 ; cf. L
3,19

）」
の

方
に
あ
る
。
よ
り
一
般
化
す
る
な
ら
、「
無
歴
史
的
な
超
越
論
的
な
も
の
と
歴
史
的
な
宗
教
的
な
も
の
」 （L

3,19

） 

と
の
間
の
「
推
定
さ
れ
た
類
似
性
・
親

近
性
」
の
側
に
あ
る
。
要
す
る
に
、
カ
ン
ト
が
「
諸
々
の
関
係
間
の
〔
次
元
を
超
え
た
〕
類
似
・
相
似
」
に
強
調
点
を
置
き
、
或
る
言
説 

（
哲
学
的
宗
教

論
） 

内
部
で
個
々
の
モ
チ
ー
フ
に
適
用
し
た
「
類
推
・
類
比
の
図
式
論
」
と
い
う
思
考
法
に
関
し
て
、
我
々
は
む
し
ろ
そ
の
作
業
原
理
に
当
た
る
、
よ
り
根

本
的
な
「
類
似
性
・
親
近
性
」
の
側
に
強
調
点
を
置
き
、
こ
の
関
係
性
を
言
説
全
体
の
レ
ベ
ル
で
、
或
る
言
説
と
別
の
言
説 

（
理
性
批
判
の
内
外
で
問
題
と

な
る
「
希
望
」
を
め
ぐ
る
二
つ
の
言
説
、
す
な
わ
ち
第
二
批
判
と
哲
学
的
宗
教
論
） 

と
に
適
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

（
筆
者
　
す
え
な
が
・
え
り
こ
　
京
都
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
宗
教
哲
学
）
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Paul Ricœur, penseur français contemporain connu pour sa philosophie her-
méneutique originale, a publié deux articles séparés d’un quart de siècle, mais 
attestant néanmoins d’une continuité dans leur contenu : « La liberté selon 
l’espérance » (1969) dans Le Conflit des interprétations. Essais d’herméneutique 
et « Une herméneutique philosophique de la religion : Kant » (1992) dans Lec-
tures 3. Aux frontières de la philosophie. Dans le second article, on constate que 
Ricœur comprenait la philosophie de la religion de Kant en tant qu’« herméneu-
tique philosophique de la religion (ou de l’espérance) ». C’est par là seulement 
que s’éclaircit le fait que l’« herméneutique de la liberté religieuse » selon 
Ricœur, dont le plan avait été présenté dans le premier article, recélait en soi l’« 
herméneutique philosophique de la religion (ou de l’espérance) » kantienne et 
qu’elle avait cette dernière pour moment indispensable. Le but de cette étude 
consiste à montrer quel était le plan herméneutique initial de Ricœur autour de 
la « liberté religieuse », quel était l’élément insuffisamment développé dans ce 
plan initial et comment il peut se développer intégralement. Afin d’élucider 
cela, la méthode consiste à jeter une lumière sur l’idée d’ensemble de l’« her-
méneutique de la liberté religieuse » ricœurienne, sous l’angle de l’« hermé-
neutique philosophique de la religion (ou de l’espérance) » kantienne sitée à 
l’intérieur de la première. Plus concrètement, nous présentons un aperçu de l’« 
herméneutique de la liberté religieuse » dont Ricœur a élaboré le plan au 
prisme de la philosophie critique et de la philosophie de la religion de Kant, 
voire de l’« herméneutique de la résurrection » selon Moltmann, du point de 
vue de la « méthode » ainsi que de la « problématique » de cette herméneu-
tique ricœurienne.

La philosophie herméneutique de la liberté selon 
l’herméneutique philosophique de l’espérance:

autour de la compréhension ricœurienne de la philosophie de 
la religion de Kant ainsi que de la façon de sa mise en valeur

by
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